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目指せ！「健康長寿100歳都市」
小山産のはとむぎを取り入れて

100歳健康長寿を目指しましょう！

下野新聞平成31年3月21日付により

詳細は P9をご覧ください

市特産のハトムギを使った「はとむぎふりかけ」
　　　　　とスナック菓子感覚の「焙煎はとむぎ」



小 山市の財政状況（平成31年3月31日現在）
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平成30年度下半期

予算総額620億5,470万円　収入済額548億7,298万円（収入済率88.4%）歳　入
収 入 の 種 類 予　算　現　額 収　入　済　額 収入済率

市 税 市民税、固定資産税、都市計画税、市たばこ税、
軽自動車税などの税収入のお金 291億1万円 279億5,162万円 96.1%

国庫支出金 国庫補助金など、市の特定事業のために国から交
付されるお金

88億4,345万円
（6億7,212万円）

76億7,359万円
（1億8,489万円） 86.8%

市 債 大きな事業などを行うための財務省や金融機関な
どから借り入れたお金

63億5,220万円
（11億5,290万円）

29億3,060万円
（10億8,170万円） 46.1%

諸 収 入 貸付金の回収金である元利収入、雑入、預金の利
子などのお金 42億1,745万円 42億753万円 99.8%

県 支 出 金 県補助金など、市の特定事業のために県から交付
されるお金

47億2,023万円
（1億4,285万円）

38億5,403万円
（2,685万円） 81.6%

地方交付税 国税（所得税など）の一部から市の財政状況に応
じて交付されるお金 10億1,014万円 9億2,176万円 91.3%

繰 越 金 前年度会計から持ち越したお金 13億8,111万円
（4億7,025万円）

13億8,111万円
（4億7,025万円） 100.0%

繰 入 金 財源の不足を補うための財政調整基金などから取
り崩したお金 2億724万円 1億7,016万円 82.1%

そ の 他 各種交付金、分担金、負担金、使用料、手数料な
どのお金 62億2,288万円 57億8,257万円 92.9%

合　計 620億5,470万円
（24億3,812万円）

548億7,298万円
（17億6,369万円） 88.4%

※金額下段の（　）内は、平成29年度からの繰越財源を記載したものです

　 市民の皆さまから納めていただいた税金、国・県からの交付金・補助金、市債（市が借りているお金）
などがどのように使われているかを知っていただくため、年に2回、財政状況を公表しています。今回は、
平成31年3月31日現在の財政状況（㊟）をお知らせします。
㊟1．4・5月の出納整理期間（前年度の収入および支出を整理して最終的に確定させる期間）の収支は
　　  含まれておりませんので、決算とは異なります（決算については、11月号でお知らせします）
㊟2．表・グラフの金額は、1万円未満を四捨五入したものであり、合計額が合わない場合があります

支 出 の 種 類 予　算　現　額 支　出　済　額 支出済率

民 生 費 子ども、お年寄り、障がいを持っている方などへ
の福祉のためのお金

204億4,504万円
（1億2,248万円）

170億7,225万円
（648万円） 83.5%

土 木 費 道路や公園の整備など、まちづくりをするための
お金

67億4,151万円
（4億9,631万円）

47億9,016万円
（4億1,334万円） 71.1%

総 務 費 市役所全体の仕事、戸籍や選挙などのお金 62億5,595万円
（6,517万円）

52億3,616万円
（5,056万円） 83.7%

衛 生 費 健康診断、予防接種、ごみの回収処理など保健衛
生のためのお金 53億2,022万円 49億7,145万円 93.4%

公 債 費 借入金返済のためのお金 63億9,137万円 62億2,997万円 97.5%

教 育 費 小中学校の教育施設の整備や、文化の向上のため
のお金

69億6,888万円
（17億962万円）

57億1,409万円
(15億8,876万円） 82.0%

商 工 費 商業や工業振興のためのお金 46億7,802万円 44億895万円 94.2%

農林水産業費 農業や林業の振興のためのお金 23億9,090万円
（4,454万円）

18億183万円
（4,156万円） 75.4%

そ の 他 消防費、労働費、議会費、災害復旧費などのお金 28億6,281万円 26億6,421万円 93.1%

合　計 620億5,470万円
（24億3,812万円）

528億8,908万円
（21億70万円） 85.2%

予算総額620億5,470万円　支出済額528億8,908万円（支出済率85.2%）歳　出

※金額下段の（　）内は、平成29年度からの繰越事業費を記載したものです

問財政改革課☎22-9333
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特別会計の状況
　特定の事業の収入を特定の支出に充てるため、一般会計とは区
別して、下記の12の特別会計を設けています。

市税の状況

会　計　名 予　算　現　額 収　入　済　額
支　出　済　額

国民健康保険（事業勘定） 170億4,797万円 157億6,685万円
157億3,573万円

介護保険 111億5,773万円 91億9,056万円
95億9,406万円

後期高齢者医療 16億8,360万円 15億3,061万円
15億8,965万円

病院事業債管理事業 7億8,590万円 7億8,579万円
7億8,579万円

墓園やすらぎの森事業 5,570万円 1億492万円
2,460万円

栃木県南地方卸売市場 4,555万円 1,712万円
3,341万円

与良川水系湛水防除事業 4,000万円 572万円
1,950万円

農業集落排水処理事業 6億3,662万円 6億3,579万円
5億8,418万円

小山東部第二工業団地造成事業 6億5,860万円 0円
3億3,832万円

テクノパーク小山南部造成事業 3,860万円 470万円
1,990万円

公共用地先行取得事業 2,800万円 0万円
2,790万円

公共下水道事業 55億1,199万円 49億7,705万円
46億5,636万円 市の財産の状況

基 金 79億8,829万円
出 資 金 20億7,828万円
債 権 40億3,508万円
土 地 373万9,077㎡
建 物 44万6,639㎡
山 林 並木杉1本

市債（市が借りているお金）の状況

※1　臨時財政対策債は、普通交付税で交付されるべきものが振り替えられたもので、その元利償還金の全額が交付税の基準
　　  財政需要額に算入されるため、一般建設債とは別掲としています
※2　栃木県南公設地方卸売市場整備事業債は平成30年度上半期をもって全額償還しました　

会　計　名 平成31年3月31日現在 平成30年3月31日現在 増　減　高
一般会計 473億979万円 470億9,282万円 2億1,697万円

一般建設債 315億2,692万円 311億5,111万円 3億7,581万円
臨時財政対策債※1 157億8,287万円 159億4,171万円 △1億5,884万円

特別会計 362億944万円 365億7,665万円 △3億6,721万円
病院事業債管理事業債 36億7,183万円 42億3,073万円 △5億5,890万円
墓園やすらぎの森事業債 1億6,325万円 1億4,021万円 2,304万円
栃木県南公設地方卸売市場整備事業債※2 0円 2,550万円 △2,550万円
農業集落排水処理事業債 44億2,883万円 47億2,065万円 △2億9,182万円
小山東部第二工業団地造成事業債 5,830万円 0円 5,830万円
テクノパーク小山南部造成事業債 3億5,980万円 0円 3億5,980万円
公共用地先行取得事業債 5,799万円 8,575万円 △2,776万円
公共下水道事業債 274億6,944万円 273億7,380万円 9,564万円

企業会計（水道事業） 53億6,580万円 58億1,342万円 △4億4,762万円
合　　　　計 888億8,503万円 894億8,288万円 △5億9,785万円

企業会計の状況

水
道
事
業

事業運営を目的とした収益的収支
収　入 30億2,104万円
支　出 23億2,648万円

施設整備を目的とした資本的収支
収　入 1,326万円
支　出 8億8,567万円

　　　　（消費税込）

固定資産税
125億4,452万円

44.9%

43.4%

6.3%
4.1%

市民税
121億2,839万円

都市計画税
17億6,505万円

収入済額
279億5,162万円

軽自動車税
3億6,625万円

入湯税
31万円

市たばこ税
11億4,709万円

0.0%

1.3%

※比率は小数点以下第 2位で四捨五入しています
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○耐震診断補助
【対象住宅】　①昭和56年5月31日以前建築の木造住宅または併用住宅
　　　　　　②自己用住宅
【補助金額】　①耐震診断に要する経費の2/3以内(限度額2万円)
　　　　　　②耐震補強設計に要する経費の2/3以内(限度額8万円）
　　　　　　③耐震診断(耐震補強設計込み)に要する経費の2/3以内(限度額10万円)
○耐震改修工事補助
【補助金額】　①耐震補強工事の工事監理に要する経費の1/2以内(限度額7万円)
　　　　　　②耐震改修工事に要する経費の1/2以内(限度額60万円)
　　　　　　③補助対象住宅に高齢者(65歳以上)や身体障がい者等が同居している場合には5万円を加算

民間建築物吹付けアスベスト分析調査・除去工事等の支援事業を
ご利用ください
○分析調査補助 　　　　　　　　　　　　　　　　○除去等工事補助
【補助金額】対象経費の2/3以内(上限25万円) 　　　【補助金額】対象経費の2/3以内(上限180万円)

ブロック塀等の撤去等の支援事業をご利用ください
　建築基準法に規定する道路に面した危険なブロック塀等の撤去工事または撤去工事および軽量な塀等を設置す
る工事に対して補助制度があります。
撤去工事補助金額
①通学路：対象経費の3/4以内(限度額15万円)　②通学路以外の道路：対象経費の1/2以内(限度額10万円)
撤去工事および新設工事補助金額
①通学路：対象経費の3/4以内(限度額45万円)　②通学路以外の道路：対象経費の1/2以内(限度額30万円)
※各種補助金の交付には工事着手前に申請が必要等、要件がありますので、事前に建築指導課へご相談ください

安全で快適なまちづくりのために、ぜひご協力を！
○これから建物を建築される方へ
　建築基準法で定める幅員4ｍ未満の道路(建築基準法第42条第2項道路)に建築物の敷地が接する場合、該当道路
の中心線から2ｍ(水路等がある場合には反対側から4ｍ)の部分は道路とみなすことになっています。建築行為を
行う際にこの部分に門・塀などがある場合は、事前に移設または撤去等しなければなりません。
○道路後退用地整備事業
　市では、後退した土地の無償整備、寄附の受け入れ、非課税などの措置ができるよう道路後退用地の整備事業
を行っています。
○後退部分に関する注意
　建築工事完成後に、再度この後退部分に門・塀などを設置した場合は、法律違反となります。

6月は建設リサイクル法のパトロール強化月間です
～工事現場には標識を！工事現場内で分別解体を！～
　解体業者と発注者に適正な分別解体および再資源化の意識と関心を向上していただくため、全国一斉に建築現
場等のパトロールを実施します。
　一定規模以上で特定建設資材（木材、コンクリート、アスファルト・コンクリート、コンクリートと鉄から成
る建材）の廃棄・使用のある建設工事を行う場合、工事の発注者は、工事に着手する7日前までに、分別解体の
計画について、建設リサイクル法で定める届出が必要となります。

小山市空家民泊推進3カ年計画
　市では平成30年6月の「住宅宿泊事業法」の施行や、2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催を背景に、
空き家等を活用した民泊事業の展開によるインバウンド促進を図るため、「小山市空家民泊推進3カ年計画」を策
定しました。
　今後は、計画に位置付けたアクションプランに基づき、空き家・空き室の民泊施設への有効活用を推進します。

木造住宅の耐震診断・耐震改修工事等の支援事業をご利用ください
建築指導課からのお知らせ

問建築指導課☎22‒9233

問建築指導課空き家対策室☎22‒9824
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【対象者】
　平成31年4月1日現在65歳以上で、老齢・退職
年金を受け取っており、①・②のいずれかに該当
する方
①公的年金の他にも収入があり、平成30年中に
　受け取った公的年金所得に対して市県民税が課
　税される方
②収入が公的年金のみで、平成30年中に受け取っ
　た公的年金の合計が148万円を超えている方
　※対象者には、6月中に「市民税・県民税納税  
　通知書」を郵送します。

【特別徴収される市県民税】
　公的年金等にかかる市県民税額が公的年金から
差し引きされます。年金以外の所得に係る税額に
ついては、給与支払者からの特別徴収または、納
付書・口座振替で納めていただきます。

（1）前年度から引き続き、年金から差引きされる方

納税方法
年金からの特別徴収（差引き）

仮徴収 本徴収

徴収月 4月 6月 8月 10月 12月 翌年2月

税額
前年度年税額の2分の1
を4月から3回に分けて
差引き

年税額から仮徴収分を引
いた額を10月から3回に
分けて差引き

【令和元年度】
市県民税の公的年金からの特別徴収

【令和元年度の公的年金に係る市県民税の納付方法】

（2）4月1日（基準日）現在65歳の方および前年度年金
からの差引きが停止されていた方

納税方法 普通徴収
（納付書または口座振替）

年金からの特別徴収
（差引き）

納期限・
徴収月

7月1日
（第1期）

9月2日
(第2期）

10月 12月 翌年2月

税額
年税額の半分を2回に分け
て納付書または口座振替で
納付

年税額の残り半分を10月から
3回に分けて差引き

小山市空き家バンク制度
～空き家を有効活用しませんか？～
○空き家バンクとは
　売却や賃貸を希望する所有者から申し込みを受けた市内の空き家の情報を、本市に移住や定住を希望している
方や、市内在住で住み替えを希望している方などに、市がホームページで提供するシステムです。
以下に当てはまる方は、いますぐ建築指導課空き家対策室までご相談ください。
①空き家を売りたい方、貸したい方　②空き家を買いたい方、借りたい方
③住み替え予定でマイホームを空き家にしたくない方　④空き家をお持ちで困っている方

小山市空き家バンク利用促進補助金
　小山市空き家バンクに登録した物件で、その所有者および利用者登録をした方が実施する、「リフォーム工事」
や「家財の処分」等に対して補助金を交付します。
【補助の種類】①空き家管理　②建物状況調査　③媒介報酬　④リフォーム工事　⑤家財処分
【交付対象者】①②については物件登録者のみ、③④⑤については、物件登録者または利用登録者
【補助限度額】①1万円　②5万円　③10万円　④50万円　⑤10万円　※補助率は一律1/2
その他詳しいことは建築指導課空き家対策室までお問合せください。

小山市空家等解体費補助金
～補助金を活用して老朽・危険空家等を解体しませんか？～
　市では、「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づく「特定空家等」および特定空家等に準ずる「準特定
空家等」（小山市空家等対策計画による）の解体費用に対し補助を行っています。解体前に調査・申請等が必要に
なりますので、詳しくは、建築指導課空き家対策室までご相談ください。
【補助の種類】①特定空家等　②準特定空家等
【交付対象者】空家等を所有する個人
【補助限度額】①50万円　②30万円　※補助率は一律1/2
※市や自治会等の公共的団体が解体後敷地の寄附を受け入れる場合20万円を加算

　65歳以上の方で公的年金等を受給している方は、公的年金等に係る市県民税が支給時に特
別徴収（差引き）になります。

問市民税課☎22‒9424

問建築指導課空き家対策室☎22‒9824
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65歳以上
の皆さまの 介護保険料

問介護保険の内容について　　 地域包括ケア推進課 
　介護保険料の賦課について    市民税課 
　介護保険料の納付について    納税課 
　口座振替のお申込みについて 納税課 

皆さまの保険料が介護保険を支えています

　介護保険では3年に一度、保険料の見直しをしています。第7期計画（平成30年度～令和2年度）では、本人
の所得や世帯の課税状況に応じ下表のようになります。

〇令和元年度の介護保険料（65歳以上の方）

段 階 世帯状況 対 象 者 年額保険料

第1段階
生活保護受給者

34,900円
(軽減後は25,800円)

世帯全員が
市民税非課税

老齢福祉年金受給者
課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方

第2段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超え
120万円以下の方

47,300円
(軽減後は38,200円）

第3段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が120万円を超える方 54,600円
(軽減後は52,800円）

第4段階 本人は市民税非課税だが
世帯内に課税者がいる

課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方 61,900円
第5段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える方 72,900円
第6段階

本人が
市民税課税

合計所得金額が　120万円　未満の方 87,400円
第7段階 合計所得金額が　120万円以上　200万円　未満の方 94,700円
第8段階 合計所得金額が　200万円以上　300万円　未満の方 112,900円
第9段階 合計所得金額が　300万円以上　400万円　未満の方 134,800円
第10段階 合計所得金額が　400万円以上　500万円　未満の方 149,400円
第11段階 合計所得金額が　500万円以上　600万円　未満の方 164,000円
第12段階 合計所得金額が　600万円以上　700万円　未満の方 174,900円
第13段階 合計所得金額が　700万円以上　800万円　未満の方 193,100円
第14段階 合計所得金額が　800万円以上　1,000万円　未満の方 204,100円
第15段階 合計所得金額が　1,000万円以上の方 218,700円

〇保険料の納め方

　令和元年度の介護保険料（変更）決定通知書は 7月5日㈮に発送予定です。

◆特別徴収：年金からの差し引きで納める
　老齢基礎年金や退職年金、障害年金、遺族年金を年間18万円以上受給して
いる方は年金の定期支払いの際、あらかじめ保険料が差し引かれます。
◆普通徴収：納付書や口座振替で納める
　特別徴収の対象とならない方や、①～④に該当する方は特別徴収が始まるまでは普通徴収となります。
　①年度の途中で65歳になった方　　　　　　　②年度の途中で他市区町村から転入した方
　③年度の途中で所得段階が変更になった方　　④年度当初（4月1日）の時点で年金を受けていなかった方
　なお、普通徴収から特別徴収に変更となった場合は、通知でお知らせします。

便利な口座振替を
ご利用ください！

◆納付が難しいときはお早めにご相談ください
　災害や生活困窮により、保険料を納めることが非常に困難なときは、申請により保険料が減免される場合があ
ります。納期限の7日前までに、市民税課へご相談ください。
◆安心してサービスを利用できるように保険料は必ず納めましょう
　特別な事情もなく保険料を納めないでいると、保険料を納付している方との公平を図るため、介護サービス利
用時に給付制限等の措置がとられます。

※第1～3段階の方については、公費による保険料の軽減が行われ、括弧内の保険料となります
※上記の所得段階別保険料の表において、
・第1～5段階の方の「合計所得金額」については、公的年金等に係る雑所得、および租税特別措置法に規
定される長期譲渡所得または短期譲渡所得に係る特別控除額を差し引いて得た額とします

・第6～15段階の方の「合計所得金額」については、租税特別措置法に規定される長期譲渡所得または短期
譲渡所得に係る特別控除額を差し引いて得た額とします

・合計所得金額がマイナスの場合は、0とみなします

　介護保険は、40歳以上の皆さまに保険料を納めていただき、介護を必要とする方やその家族を社会全体で支え
ていくことで自立した生活を支援し、家族の介護負担を軽減することを目的とした制度です。国や県、市が負担
する「公費」と皆さまが納める「保険料」を財源として運営されており、65歳以上の方が納める保険料は、制度
運営に必要な財源の23％を占めています。皆さまの保険料が介護保険を支えておりますので、健全な制度運営の
ため、保険料の納付にご協力ください。

☎22‒9541
☎22‒9427
☎22‒9444
☎22‒9443
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対象となる方　小山市で6月1日㈯現在、児童手当を受給している方
提出物　◆児童手当現況届（6月中旬に郵送されます）　※裏面に保険証等のコピーの貼付が必要です
　　　　◆次の事項に該当する方は、別途書類の提出が必要です。
　　　　　・児童と別居している方　・児童の父母以外の方が児童を養育している場合
　　　　　・離婚を前提とする等、配偶者と別居している方
提出方法　同封の返信用封筒にて、6月中に郵送してください。中長期在留の外国人の方は、子育て包括支援課
　　　　　窓口（保健福祉センター 2階）に提出してください。
　　　　　※公務員の方は勤務先での手続きとなります
　　　　　※現況届や不足書類の提出がない場合等、審査が完了しないと6月分からの手当は受給できません

　5月22日㈬、絹公民館の南西に「桑・蚕・繭・真綿かけ・糸つむぎのさと」がオー
プンしました。この施設では、市が誇る伝統産業である「本場結城紬」の原材料とな
る桑から蚕・繭、紬織物になるまでの過程が分かるパネルや、養蚕に使用した道具な
どを展示したスペースと、「真綿かけ室」「糸つむぎ室」等を設け、年々減少している「本
場結城紬」の原材料製作における新たな担い手を養成し、将来的に市の良質な桑から
本場結城紬までを一貫生産する体制を目指します。
場　　所　絹出張所敷地内（大字福良1118番地1）
開館時間　月曜日～金曜日　9:00～17:00

○小山市では、市内中小企業者向けに5種
類の制度を用意し、低利で融資を行って
います。
　※融資を受ける際の諸条件については、
市ホームページ等でご確認ください
○融資時に必要となる信用保証料について
も、市で補助をしております（種類、条
件により対象外となる部分があります）。
　融資の相談・申込みは、直接「市内の取
　扱金融機関」へお願いします。取扱金融
　機関については、市ホームページ等でご
　確認ください。

児童手当現況届の提出

桑・蚕・繭・真綿かけ・糸つむぎのさとオープン！

小山市中小企業向け融資制度のご案内

問子育て包括支援課☎22‒9634・9635

問工業振興課☎22‒9397

問商業観光課☎22‒9275

小山市結婚活動応援事業 問子育て包括支援課☎22‒9604

1.「開運おやまDE 愛（であい）事業」
　　①とちぎ結婚支援センター小山（ロブレビル6階）の運営
　　②結婚を希望する方がたのプロフィール登録　子育て包括支援課で受付け
2.「小山市婚活サポーター事業」～お相手の紹介につながる取組み～
　　市認定の「小山市婚活サポーター」がプロフィールを登録した方がたに相手を紹介
3.「結婚新生活支援事業」
　　結婚新生活支援事業補助金の交付
　　【事 業 内 容】新規に婚姻した世帯に対する住宅取得・賃借費用・引越費用を助成
　　【助　成　額】限度額30万円
　　【要　　　件】以下の①～③を全てと、その他の要件（※）を満たす方　※その他詳細は要確認
　　　①平成31年1月1日～令和元年12月31日までの間に婚姻届を提出した新婚世帯
　　　②夫婦の所得合計額が340万円未満（平成30年1月1日～ 12月31日の所得額合計）
　　　③夫婦共に婚姻日における年齢が34歳以下
4.小山市ホームページ、広報おやま、おーラジ、おやまっ子開運子育てナビなどで結婚支援に関する情報提供

～ 開運のまち小山であなたの未来を考えてみませんか？ ～

資金名 限度額 返済期間 年利

営業資金 3,000万円
10年以内

（据置1年以内）

3年以内　1.4%
5年以内　1.6%
7年以内　1.9%
10年以内　2.1%
（固定金利）設備資金 2,000万円

（総経費の80%以内）

創業資金
創業前後各1回
500万円

（設備資金の場合は総経
費の80%以内）

5年以内
（据置6カ月以内）

3年以内　1.4%
5年以内　1.6%
（固定金利）

近代化施設資金 5,000万円
（総経費の80%以内）

15年以内
（据置2年以内）

1.6%
（変動金利）

工業振興資金
総事業費の95%、また
は1億5,000万円のいず

れか少ない額
0.9%

（変動金利）
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令和始まりました！私たちも始まりました！
　市では、5月1日㈬の天皇の即位の日に伴う改元に合わせて、市役所本庁舎正面受付前に、
改元記念撮影ブースを1日限定で設置しました。
　令和初日に婚姻届を出された72組のご夫婦の記念写真の一部をご紹介します。
皆さまの今後のご多幸をご祈念いたします。

問秘書広報局☎22‒9353
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▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

内閣府による「小山のはとむぎ」実証研究
～動脈硬化などの生活習慣病予防効果が示唆されました！～

　小山市のブランド「はとむぎ」は、平成 3年に 2戸
の農家が栽培以来、現在、小山はとむぎ生産組合所属
の 10戸の農家により約 220 ｔが生産され、その品質、
生産量は全国のトップクラスです。
　「はとむぎ」は、イネ科の穀物で、やせた土地でも育
つ生命力の強い植物です。栄養成分をみると、ビタミ
ンB1・B2などが多く、特にアミノ酸は精白米の約 2.3
倍も含んでいます。
　小山市では、市民がいきいきと元気に暮らせるまち、
健康長寿 100歳を目指し、平成 29年度 (2018 年 )「健
康長寿はとむぎ 100 歳を目指すプロジェクト」を立ち
上げました。　
　この度、内閣府の戦略的イノベーション創造プログ
ラム（ＳＩＰ）の次世代農林水産業創造技術の開発研
究に小山市の「はとむぎ」が選定され、実証試験の結果、
「はとむぎ」には炎症を抑える効果、血管の弾力性を保
つ効果、脂質異常症の予防効果、肝機能改善の効果が
あり、動脈硬化などの生活習慣病を予防する効果とと
もに、肌のキメを良くする美肌効果があることが示唆
されました。
　このことにより、市では、健康に良い「小山産のは
とむぎ」への関心が高まることを期待しており、今後
も引き続き、「はとむぎによる人もまちも健康な小山市
の実現」に向けて、はとむぎの生産拡大、新商品の開
発や普及促進など、小山市の特産品である「はとむぎ」
による「健康長寿 100 歳都市」を目指す小山のまちづ
くりを全国発信して参ります。
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小山市立東城南小学校が開校しました
　4 月 8 日㈪、小山市において 35 年ぶりとなる新設
小学校「小山市立東城南小学校」が開校しました。
　東城南小学校は、学区再編に伴う新設校として、旭
小学校、大谷東小学校、小山城南小学校から児童を迎
え入れ、児童数 598 人、学級数 24 学級で開校、「子
どもたちが主体的に学び、豊かに表現できる学校」、「安
心で安全な学校」、「地
域コミュニティの拠点
となる学校」を基本理
念として掲げ、子ども
たちの幸せと健やかな
成長のために新しい学
校創りに励んでまいり
ます。
日向野知恵選手　ボクシング日本女子ミニマム級新王
者報告会

　4 月 12 日㈮、日向野知恵選手
（間々田東小学校、間々田中学校出
身）がボクシング日本女子ミニマム
級新王者を獲得したことの報告会が
開催されました。
　2020 年には東京でオリンピッ
ク・パラリンピックが開催されます。
日向野選手が、これからも日本を代
表するアスリートとしてご活躍され
ることを期待しています。

小山市制 65周年 第 11 回おやま思川ざくらマラソン大
会開催
　4 月 14 日㈰、近県はもとより北は北海道札幌市、南
は沖縄県豊

と み ぐ す く

見城市、そして友好都市である台湾高雄市
のランナーを含めて 2,542 名とい
う多くの参加者により、「小山市制
65 周年 第 11 回おやま思川ざくら
マラソン大会」が開催されました。
　参加したランナーは、「思川」沿
いに満開に咲き誇る市の花「思川
桜」を望みながら、楽しそうに走っ
ていました。
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◆新規工業団地開発推進（テクノパーク小山南部着工）
問工業振興課☎22‒9385

　圏央道開通により利便性の向上した新4号国道沿線
に工業団地を開発し、企業誘致と雇用の確保を推進し
ています。塚崎・東野田地内の「テクノパーク小山南
部」は、埋蔵文化財の発掘調査を実施したのち、今年
度より調整池などの造成工事に着手する予定です。
◆はとむぎの健康効能を活かした健康長寿のまちづく
り推進事業　 　  　　　　　　　問農政課☎22‒9255
　実証研究が行なわれ、健康効能が示唆されたはとむ
ぎについて、生産、加工・調理、販売、普及啓発の各
分野において検討し、はとむぎの魅力を広く市内外に
向けて発信し認知度向上を図るとともに、手軽にはと
むぎを摂取できるような新たな製品の開発や生産拡大
に努め、はとむぎを活用した健康長寿のまちづくりを
目指します。
◆『桑・蚕・繭・紬・和装・和食』地域資源で紡ぐ『日
本の伝統を生かした総活躍のまち』づくり推進事業　

　　　　　　　　　 　　　  問農政課☎22‒9255
　地域資源である桑を活用した商品開発等を行うとと
もに、本場結城紬の一連の工程に障がい者等が携わる
ことにより、桑・蚕・繭・本場結城紬に至る一貫生産
による地域の伝統産業の継承、振興を図ります。また、
5月26日㈰に絹地区の高椅神社で実施した「日本 和
食（日本料理）サミット2019in小山」では和食を全
国に発信するとともに、今後も交流人口拡大による地
域経済の活性化を図ります。
◆高収益作物生産基盤強化推進事業

問農政課☎22‒9254
　水田に高収益作物である野菜の導入を推進するため、
新たに水田に野菜を導入した農業者に対し補助を行う
とともに、モデル圃場を設置し、栽培技術の検証・普
及および営農体系の検討・構築を行い、特に、需要の
ある「加工・業務用野菜」の導入を効果的に推進します。
◆ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水地の観光地化推
進（エコ･アグリツーリズム推進拠点整備）

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22‒9354
　市の「宝」であるラムサール条約湿地登録渡良瀬遊
水地の観光地化を推進するために、国の地方創生拠点
整備交付金を活用し、エコ・アグリツーリズムの拠点
となる施設の整備を現在進めています。この施設は、
渡良瀬遊水地の周辺の空き家を有効活用しカフェや情
報発信機能をもった施設として整備し、地域の活性化、
交流人口の増加を図ります。
◆シティプロモーション推進事業（関係人口増大）
　　　　　　　　　　　　 問秘書広報局☎22‒9353
　「第1期小山市シティプロモーション5カ年計画」に
基づき、将来像人と企業を呼び込む栃木の玄関口　魅
力あふれる「開運のまちおやま」の実現に向けた、市
の認知度向上、観光促進、移住・定住促進関連施策を
推進します。今年度は、市出身者や通勤・通学したこ
とがあるなど小山市にゆかりのある、いわゆる「関係
人口」と多様な関わりを創出し、将来的には移住・定
住に繋がる仕組みづくりを進めます。

2019年度　小山市新規施策シリーズ（2） 問…問合せ先

◆城山公園フラワーパーク整備（実施設計）
問水と緑の推進課☎22-9881

　城山公園は、小山市のシンボル的存在であり、桜を
中心に花々が楽しめる公園として再生するため「にぎ
わいを生む」「歴史を伝える」「まちと連携する」「民
の力を生かす」の4つを整備方針とし、平成30年度に
基本計画を策定しました。今年度は、この基本計画に
基づき実施設計、民間活力を生かすための可能性調査
を行います。
◆IJU（移住）推進事業　　 問工業振興課☎22‒9376
　新卒者・転入者への新幹線通勤定期券購入補助金の
補助対象区間の拡大、インターンシップを行う中小企
業への支援、栃木県や県内各市町と連携し東京圏から
「ひと」を呼び戻す移住支援補助金など、小山市への
IJU（移住）推進事業を実施します。
◆農泊推進事業　　　　　　      問農政課☎22‒9254
　渡良瀬遊水地や恵み豊かな田園風景などの地域資源
を体験する「グリーン・ツーリズム事業」に代官屋敷等
を活用した農泊事業を加え、都市部住民や外国人観光客
を含めた、多様な人々と地域住民との交流を推進します。
◆「料理人の聖地」創出事業　   問農政課☎22‒9255
　料理の祖神を祀る日本最古の神社「高椅神社」の歴
史文化資源を核に、国内外から多くの料理人、料理人
を目指す人、料理に興味がある人、飲食関係事業者が
必ず訪れ、滞在する「料理人の聖地化」を目指し各施
策を推進します。
◆栃木国体小山市内有望選手・チーム助成金および交
流会事業　　　　　　

問東京オリ・パラ・栃木国体推進課☎23‒0823
　令和4年に開催される栃木国体に向け、栃木県競技
力向上対策本部が認定および指定した選手のうち、小
山市在住者・チーム等に対し、市独自の助成を行うこ
とにより、国体に向けた意欲の向上を図ります。また、
市内有望選手・チームの技術力アップを図ることを目
的とした支援事業（交流会等）を行います。
　今後詳細について決まり次第、市ホームページ等で
周知します。
◆第2次子ども子育て支援計画および第2次子どもの
貧困撲滅5か年計画策定事業　 

問子育て包括支援課☎22-9604
　平成27年3月に策定した「子ども・子育て支援事業
計画」と「子どもの貧困撲滅5か年計画」が最終年度
を迎えたことから、前年度実施した「ニーズ調査」「子
どもの生活実態調査」の結果を踏まえ、令和2年度か
ら6年度までの第2次計画を策定し取組みを進めます。
◆第3期小山市児童虐待・DV対策基本計画策定事業

問子育て包括支援課☎22-9854
　児童虐待とDV被害は、絡み合う問題であることか
ら、一体的に対策を推進することが求められており、
児童虐待およびDVの未然防止から早期発見・早期対
応、迅速かつ適切な保護・ケア、自立までの切れ目の
ない総合的な支援を行うための指針として策定した第
2期計画が最終年度を迎えたことから、令和2年度か
ら6年度までの第3期計画を策定し取組みを進めます。

　　まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進



◆こども医療費助成（現物給付方式　中学生）　
問子育て包括支援課☎22-9634

　こども医療費助成制度は少子化対策の一環として子
どもの病気の早期発見・治療を促し、子どもの健全育
成を図るとともに、保護者の経済的負担の軽減を図る
ために実施しています。現行では対象年齢を中学生ま
でとし、小学6年生までは医療機関窓口で支払いが不
要な現物給付方式を導入していますが、令和元年10
月から県内医療機関を対象に現物給付方式の対象年齢
を未就学児から中学生まで拡大します。
◆保育所等施設整備（静林幼稚園、せいほう幼稚園）

　　　　　　　　　問こども課☎22-9639
　「静林幼稚園」「せいほう幼稚園」について、認定こ
ども園に移行するために必要な保育環境整備の補助金
を交付し、認定こども園への移行支援、保育施設の充
実を図ります。

◆学童保育館施設整備（せいほう幼稚園）　
問こども課☎22-9638

　放課後等の時間に保護者が家庭にいない児童の健全
な育成を図るため、適切な遊びおよび生活の場となる
学童保育施設の整備を進めています。今年度は、せい
ほう幼稚園の学童保育施設整備費を補助し、大谷北小
学校区の学童保育環境の充実を図ります。
◆幼児教育保育の無償化（保育所・認定こども園・幼
稚園）　　　　　　　　　　　  問こども課☎22-9614
　幼児教育・保育の負担軽減を図る少子化対策とし
て、保育所・幼稚園・認定こども園等を利用する3歳
～5歳児のすべての子ども、0歳から2歳児までの子が
属する非課税世帯の子どもの保育料無償化を令和元年
10月から実施します。
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関東どまんなかサミット情報
　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」を構成する4県3市2町（栃木県栃木市、野木町、茨城県古河市、
埼玉県加須市、群馬県板倉町）のイベント等の情報です。

問秘書広報局☎22‒9353

　自然豊かな渡良瀬遊水地や野木町煉瓦窯等の観光ス
ポットを巡ってみませんか。
時間　4月～9月：9時～18時、10月～3月：9時～16時
料金　無料
対象　小学3年生以上の方（小学生は保護者同伴）
　　  ※身分証明書をご持参ください
貸出場所　野木ホフマン館、きらり館、JR野木駅
　　　　　西口セブンイレブン、野木町役場
問野木町産業課☎0280-57-4153

野木町（栃木県）レンタサイクルをご利用ください

板倉町（群馬県）春の揚舟　谷田川めぐり
　船頭が一本の竹ざおを使い、木舟の揚舟を鮮やかに操船しながら谷田川をゆっくりと周遊します。舟の上から、水
場いたくらの心休まる景色をお楽しみください。
運航期間　6月30日㈰までの土・日・祝日　
場所　群馬の水郷（板倉町岩田2941-3）　乗船料金　1人1,000円（小学生以下は無料）
出航時間　10時、11時、正午、13時、14時、15時、16時の1日7便　乗船時間　約１時間
問板倉町産業振興課☎0276-82-1111

栃木市（栃木県）  とちぎ蔵の街美術館特別企画展「田村セツコのHAPPYがいっぱい！」
　1950年代に少女雑誌会にデビューし「りぼん」や
「なかよし」などのおしゃれページで活躍してきたイラ
ストレーター田村セツコの幅広い活動をご紹介します。
会期　8月4日㈰まで。月曜休館
（祝日の場合翌火曜休館）
開館時間　9時～17時
（入館は16時30分まで）
問とちぎ蔵の街美術館
（栃木市万町3-23）
☎0282-20-8228
https://www.city.tochigi.lg.jp/
site/museum/15462.html

　日展会館の所蔵する日展作家のうち、日本画・洋
画の絵画作品を中心に紹介します。日本の画壇を代
表する大家から第一線で活躍する作家まで、日展作
家の多彩な作品との出会いをお楽しみください。
会期　　　6月8日㈯～7月23日㈫
開館時間　9時～17時（入館は16時30分まで)
休館日　　6月28日㈮
場所　　　古河街角美術館（古河市中央町2-6-60）
問古河街角美術館☎0280-22-5911

古河市（茨城県） 日展作家の絵画展
　あじさい祭り（6月1日㈯～ 30日㈰）を、玉敷公園、
騎西総合公園、キャッスルきさいを結ぶ「ふじとあ
じさいの道」で開催します。1万株以上の色とりど
りのあじさいをぜひご鑑賞ください。また、期間中
のイベントとして人力車の搭乗体験やふじとあじさ
いの道スタンプラリーなどを開催します。
日時　6月9日㈰　9時30分～ 15時　※雨天決行
会場　玉敷公園・ふじとあじさいの道
内容　人力車の搭乗体験、ふじとあじさいの道
         スタンプラリー　など
問加須市物産観光協会騎西支部事務局
☎0480-73-1111

加須市（埼玉県） 加須市合併10周年記念
加須市騎西あじさい祭り
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「おくすり手帳」を活用しましょう!!

小山市シルバーカー購入費助成金交付

○「おくすり手帳」のメリット
・「おくすり手帳」を活用することで、薬の飲み合わせや重複をチェックできるため、
  副作用や飲み合わせのリスクを減らすことになり、医療費の節約にもつながります。
・副作用歴、アレルギーの有無、病歴などの情報を記入することで、適正な薬の処方に
  役立ちます。
・旅行の際や急に具合が悪くなったときに病院へかかられる場合、「おくすり手帳」があると、
  自分の薬の情報を正確に伝えることができます。

　SG基準に適合しているシルバーカーの購入費を一部助成します。
○交付対象者
　　要介護認定において、要支援1・2、要介護1・2の方で下記の①～③のいずれにも該当する方が対象になります。
　①シルバーカーを購入する日において65歳以上の方
　②歩行の際に杖等の補助を必要とする方
　③市税に滞納が無い方
○助成金について
　購入費の2分の1で、限度額6,000円
※申請に必要な書類につきましては地域包括ケア推進課までお問合せください
※申請が可能な期間はシルバーカーを購入した日から１年以内となります

○「おくすり手帳」の使い方
「おくすり手帳」は1冊にまとめ、医療機関、薬局へ行くときには、忘れずに持っていきましょう。
1冊にまとめることで、服用しているおくすりの基本的な情報がすぐ伝わり、的確な治療の助けになります。
※医師や薬剤師との相談に利用し、健康管理に役立てましょう

問国保年金課☎22‒9414・9415

問地域包括ケア推進課☎22‒9617

台風・大雨（洪水）に備えて
　毎年6月から10月の間は、前線や台風などで河川が増水し、洪水が発生しやすいことから「出
水期」と呼び、警戒を強めることとしています。河川の増水は短時間で発生することがあるため、
避難が遅れると命にかかわります。特に高齢者や子どものいる家庭は、早い段階から避難するこ
とが重要です。河川の洪水の発生が予想される場合および洪水が発生した場合、国土交通省から
「河川氾濫のおそれがある情報」や「河川氾濫が発生した情報」が、緊急地震速報と同じように
「緊急速報メール」を活用してプッシュ型配信されます。情報に注意して、早めに避難するよう
にしましょう。また、「緊急速報メール」を受信した場合および大雨による河川の増水が予想さ
れる場合には、「川の防災情報」(http://www.river.go.jp/)も各自で確認しましょう。
※「プッシュ型配信」とは、受信者が要求しなくても発信者側から情報が配信される仕組みです

問危機管理課☎39-6661

家庭に眠っている食品をご提供ください
～フードドライブの実施～
　市では、家庭で余ってしまった食品を市民の皆さまから持ち寄ってもらい、NPO法人「フードバンクとちぎ」
にご協力いただき、食べ物に困っている人や福祉施設に提供する取組みを行っています。
【食品の受付場所】
小山東出張所・小山城南出張所・大谷出張所・間々田出張所・生井出張所・寒川出張所・豊田出張所・中出張所・
穂積出張所・桑出張所・絹出張所・環境課（市役所2階）
【提供いただきたい食品】
1.缶詰　2.レトルト食品　3.カップラーメン　
4.パスタ・そうめん等の乾麺で密閉されたもの　
5.調味料（醤油・食用油）
※上記の食品に限定します
※食品は室内で適切な保管がされている物に限ります

問環境課☎22‒9286

【受付できない食品】
１.賞味期限が明記されていない食品　
２.賞味期限が概ね３カ月を切った食品
３.開封されているもの　　　　　　　
４.生鮮食料品（肉・魚・野菜等）

川の防災情報
QRコード
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問選挙管理委員会☎22-9482

　今回改選される参議院議員は令和元年7月28日㈰で任期満了になります。5月1日現在、選挙がいつ執
行されるかは確定していません。投票日や期日前投票の日程は分かり次第お知らせします。

□投票できる方
次の①②の要件を両方満たす方
①満18歳以上の方（投票日の翌日が18歳の誕生日
の方まで）
②基準日（公示日の前日）の3カ月前までに小山市
において住民票が作成され、引き続き3カ月以上小
山市の住民基本台帳に記録されている方

□投票について
　参議院議員通常選挙の投票は、参議院栃木県選
出議員選挙と参議院比例代表選出議員選挙の2種類
になります。
【栃木県選出議員選挙】
　「候補者名」を書いて投票してください。
【比例代表選出議員選挙】
　「候補者名」または「政党等の名称」を書いて投
票してください。

□期日前・不在者投票
　投票日当日、仕事や旅行等で投票できない方は、
『期日前投票』ができます。
　入場券の下部分の「宣誓書」にあらかじめ記入
していただくか、投票所に備え付けの宣誓書兼請
求書に記入し、受付係に提出の上、投票を行って
ください。
　ただし、18歳を迎える方が、誕生日の前日より

□遠隔地に滞在している場合の不在者投票
　期日前投票期間および投票日当日、仕事や旅行等
で小山市にいないため投票できない方は、滞在先の
選挙管理委員会で投票ができます。
　遠隔地に滞在している場合の不在者投票は、何度
か郵便でのやりとりがあるため、投票が完了するの
に日数がかかります。希望する場合はお早めに市選
挙管理委員会までご連絡ください。また、市ホーム
ページでも詳細をご覧いただくことができます。

□点字投票・代理投票
　目の不自由な方は投票管理者に申し出て、点字投
票をすることができます。
　また、身体に障がいのある方や自分で字の書けな
い方は、投票管理者に申し出て、代理投票（自分が
投票したい候補者名等を投票所の職員が代わりに記
載する）をすることができます。
　いずれの場合も、投票所の職員にその旨をお知ら
せください。（投票の秘密は完全に守られます）

参議院議員通常選挙のお知らせ

前にする投票や、滞在先市区町村で行う投票、指
定病院・指定老人ホーム等での投票は『不在者投票』
になります。
　期日前・不在者投票は、入場券がなくても投票
できますが、入場券が届いていれば、確認してお
持ちください。

令和元年度「小山市職員採用説明会」を開催します
問職員活性課☎22‒9362　小山市職員採用試験の受験を考えてる方へ、市職員の仕事内容をより理解し

ていただくために説明会を開催します。ご来場をお待ちしています！

説明会概要
・開催日　7月6日㈯
・会　場　生涯学習センター（ロブレ6階）
・対象者　小山市職員採用試験の受験を検討している方（消防職を除く）
・事前申し込みは不要です。
・プログラム　13:00～　受付
　　　　　     13:30～　全体説明
　　　　　　   14:30～　個別説明（各ブースにて）
　　　　　　  15:30　　終了予定

注意事項
・説明会への参加の有無が採用試験の合否に影響を及ぼすものではありません。
・服装は自由です。筆記用具は各自持参してください。
・会場周辺には駐車場を確保していませんので、公共交通機関をご利用ください。
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渡良瀬遊水地の賢明な活用 2019 in おやまの開催

日時：7月7日㈰ 13:00 ～
　　（受付・開場12:30、終了16:30予定）
会場：文化センター大ホール
内容：記念式典（小学生事例発表）、記念講演【講師：①柳生博氏（日本野鳥の会会長、俳優）、
　　　②さかなクン（東京海洋大学名誉博士/客員准教授、環境省「地球いきもの応援団」生物多様性リーダー】
＜申込方法＞
・往復はがき1枚につき最大4人まで申込可、お1人様1枚に限り有効。
・往復はがき（往信文書面）に「代表者の郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号」と「他申込者全員の氏名・
年齢」を明記のうえ、渡良瀬遊水地ラムサール推進課へ郵送。
【申 込 先】〒323-8686　小山市中央町1-1-1　小山市渡良瀬遊水地ラムサール推進課　宛
【申込締切】6月14日㈮※当日消印有効
【抽選結果】申込締切後、返信はがきにてお知らせします。当選はがきが入場券となりますので、
　　　　　 当日、必ずご持参ください。

入場無料
（要事前申込）
※申込多数の場合は抽選

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22‒9354

問工業振興課☎22‒9397

　小山市制65周年および渡良瀬遊水地のラムサール条約湿地登録7
周年を記念し、日本野鳥の会会長柳生博氏・魚類学者のさかなクン
を講師にお招きした記念事業を行います。

市制65周年・本場結城紬ユネスコ無形文化遺産登録9周年記念
第7回小山市民号の実施
～生糸の生産現場を直接見ることのできる唯一の「岡谷蚕糸博物館」見学と

真田家ゆかりの上田市の歴史探訪1泊2日（長野方面）～

　小山市制65周年と本場結城紬がユネスコ無形文化遺産に登録され今年で9周年を迎えることを記念し、明治か
ら昭和にかけて日本の製糸業の中心地であり、シルクのまちづくりを推進している岡谷市や、養蚕・蚕種製造業
で全国有数を誇った上田市を訪問し、本場結城紬産業の伝統の継承と産業振興を目的に「第7回小山市民号」を
実施します。
日　　程：8月3日㈯～ 4日㈰　1泊2日
主な行先：岡谷蚕糸博物館、松本城、諏訪大社、上田市立博物館
旅行代金：29,800円/1人（4～ 5人様1室）
定　　員：120人（最少催行人数:60人）
募集期間：5月27日㈪～ 6月28日㈮
申込み・問合せ先：株式会社日本旅行　栃木支店　☎0282-23-3223

旅行行程

8月3日㈯
小山市発→昼食→松本城見学（ボランティアガイド付き）→
岡谷蚕糸博物館見学（フランス式操糸機を見られるのはここだけ）
→宿泊地

8月4日㈰
宿泊地→諏訪大社見学（全国にある諏訪神社の総本社）→
上田市立博物館見学（蚕室造りをかたどって設計されています）
→昼食→小山市着

岡谷蚕糸博物館

上田市立博物館
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第29回フェスタin鬼怒川～ 魚のつかみどり ～
日　時　7月20日㈯9:30 ～（受付9:00 ～）
　　　　※雨天・河川増水時中止（中止の場合、会場近くにて魚を配付）
会　場　鬼怒川中島橋下流右岸河川敷特設会場
内　容　◆子どもたちによる「魚のつかみどり」※採った魚はその場で焼いて食べることができます
　　　　◆安全で安心な農作物・軽食・飲料水の販売　◆地元消防団による放水デモンストレーション
　　　　◆地元漁業協同組合による投網実演
定　員　小山市内および結城市内に居住する親子　先着1,100人（要申込み）
　　　　※子どもは満3歳～小学生および義務教育学校の6年生まで
　　　　※子どもだけでの参加はできません。必ず大人1人以上もお申し込みください
　　　　※未就学児の魚のつかみどりには大人の付き添いが必要です
参加料　1人300円【当日支払い】（当日キャンセルや中止の場合は不要）
申込み　6月12日㈬～ 14日㈮の9:00 ～ 17:00に電話にて建設政策課

問建設政策課☎22-9204

問教育総務課☎22-9646

問文化振興課☎22-9662

　白鷗大学や小山工業高等専門学校、関東職業能力開発大学校と連携して、将来を担う子どもたちの知的好奇心
を刺激し、学問への憧れを抱く学ぶの機会を提供することを目的に、第8回目となる「キッズ・ユニバーシティ・
おやま2019」を実施します。

　10月20日㈰に開催予定の第16回ハンドベルフェスタ in OYAMAに出演する方を募集します。
はじめての方でも演奏できるよう、全6回の講座を開催します。

※申込み多数の場合は抽選。保護者の方も参観可能
参加料　無料（昼食代は自己負担）
申込み　講座内容や応募方法等詳細については、市ホームページをご覧ください。

日　時　①8月3日㈯ ②8月31日㈯ ③9月7日㈯ ④9月14日㈯ ⑤9月28日㈯
　　　　⑥10月12日㈯　各回とも18:00～19:30
会　場　中央公民館　実習室　定　員　先着15人
受講料　1,500円（未就学児無料）※別途教材費がかかります
申込み　6月28日㈮正午までに文化振興課

日　時 会　場 対　象 定　員
  7月15日㈪  9:15 ～ 15:30 白鷗大学 小学5・6年生、

中学1年生、
義務教育学校
5～ 7年生

45人

  8月  3日㈯10:00 ～ 16:25 小山工業高等専門学校 60人

11月10日㈰ 9:30 ～ 15:30 関東職業能力開発大学校 30人

キッズ・ユニバーシティ・おやま2019

ハンドベル講座受講生募集

▲まち歩きの様子

▲ワークショップの様子

日　　　時　 8月5日㈪・6日㈫両日9:00～16:00
集合・解散場所　両日白鷗大学大行寺キャンパスまたは中央公民館
対象・定員　市内小学校および義務教育学校の4～6年生、先着20人
参　加　料　無料（昼食・飲物をご持参ください）
開 催 内 容　（大学生と一緒に活動します）
　　　　　　①まち歩き　班に分かれて昔のモノ、面白いモノを探したり、
　　　　　　地域の人のお話を聞いたりします。
　　　　　　②ワークショップ　まち歩きの発見を、みんなと一緒に話し合い、
　　　　　　発表し合います。
申　込　み　7月22日㈪17:00までに下記①、②を電話、FＡＸ、郵送、
　　　　　　または文化振興課窓口へ直接申込み　※定員になり次第締め切り
　　　　　　①参加する子どもの氏名、性別、学校、学年
　　　　　　②保護者の氏名、住所、電話番号（平日日中連絡可能な連絡先・
　　　　　　携帯電話推奨）

歴史体験事業「第7回こども小山評定」 間々田地区
　夏休みの2日間、大学生の皆さんと地域の歴史を見て、聞いて、触って、未来
の小山について考えてみませんか？今回は、間々田地区を予定しています。

問文化振興課☎22‒9668
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思川の流しびな
～おやまブランド「下野人形」に思いをこめて～

問（一社）小山市観光協会☎30-4772

日　時　7月7日㈰　受付 9:30～　開会 10:00～　　場　所　観晃橋東側下 思川河畔
内　容　小山児童合唱団による合唱の披露など
※当日はどなたでもお気軽にご参加できます
※浴衣で参加された方先着50人に、小山市観光協会より「流しびな」をプレゼント

　紙やわらで作られた人形をのせた舟を手に思川河畔に集い、さまざまな願いを
お雛さまに託して流します。

菊作り講習会　参加者募集 問小山晃思会事務局（商業観光課内）☎22-9273

日　時　6月29日㈯　10:00 ～ 11:30（所要時間：1時間30分程度）
場　所　道の駅思川 
参加料　500円（先着30人）※要事前予約、当日空きがあれば参加可
申込み　小山晃思会事務局（商業観光課）

　菊作りの基本を楽しく学びませんか？お作りいただいた菊はお持ち帰りいただけます。

おやまサマーフェスティバル2019有料観覧席販売

小山の花火有料観覧席販売窓口
・㈱ＪＴＢ小山店（小山市城山町3-7-1）
・大山旅行サービス（小山市犬塚2-8-5）
・楽天チケット　ほか各種インターネットサービス対応予定

※市役所側の河川敷・芝生部分は「有料ゾーン」とさせていただきます
※チケットは当日販売もありますが、予約優先となりますので、お早めの購入をお薦めします

「第68回小山の花火」の有料観覧席の販売をします。

種　類 料　金
テーブル席Ａ席（堤防上段前列）【最大6人、テーブル1台、イス6脚】 25,000円
テーブル席Ｂ席（堤防上段後列）【最大6人、テーブル1台、イス6脚】 23,000円
テーブル席Ｃ席（堤防中段）【最大6人、テーブル1台、イス6脚】 21,000円
マス席【最大5人、180㎝四方のスペース】 15,000円
リクライニング席【ペア席】 15,000円
階段席【個人席】 2,000円
芝生席【最大4人、180㎝四方のスペース】 2,000円

【購入についての問合せ】
小山の花火有料席センター☎028-341-2550
(平日10:00 ～ 17:30　土日･祝日は休み)

問商業観光課☎22-9273

6月1日㈯から
発売開始

おやまサマーフェスティバル2019に関する募集
問商業観光課☎22-9273

「第6回ダンスおやま評定」参加者募集！
日　時　7月27日㈯　16:00 ～ 18:30（予定）
場　所　市役所西側駐車場　特設メインステージ 
資　格　出演者が中学生以下・2人以上のチーム・
　　　　オリジナルダンス（ジャンル不問）。
　　　　同一団体からは3チーム、個人からは1チーム
　　　　を上限。
条　件　参加費は無料。ただし、応募者多数の場合、
　　　　抽選等の方法により出演者を決定する場合も
　　　　ありますので、予めご了承ください。
申込み　6月20日㈭までに、おやまサマーフェスティ
　　　　バル2019事務局（商業観光課内）

オープニングカーニバルの出店者募集！
日　時　7月27日㈯　15:30 ～ 21:30（予定）
場　所　市役所西側駐車場 
条　件　市内居住者個人または市内の会社・団体に限
　　　　る。ただし、応募者多数の場合、抽選等の方
　　　　法により出店者を決定する場合もありますの
　　　　で、予めご了承ください。
申込み　6月13日㈭までに、
　　　　おやまサマーフェス　
　　　　ティバル2019事務局　
　　　　（商業観光課内）



 祝　小山市制65周年
第14回おやま地産地消・食育フェア
日時　6月30日㈰ 9:00 ～ 15:00　
会場　道の駅思川
内容
○かんぴょうむき体験
　夕顔の実を手かんなでむいてかんぴょうを作ってみよう(無料）
○ウッドキューブで鍋敷作り＆マイ箸作り体験（無料）
○ピクルス作り体験（正午～なくなり次第終了）
○野菜スタンプでミニバッグ作り（なくなり次第終了）
○第11回学校対抗食育かるたとり大会同時開催
○親子クッキング（要予約）
　【時　間】10:00～正午
　【内　容】かんぴょうピザ、はとむぎサラダ　他
　【参加費】500円／人
　【定　員】小学生親子20人
　【申込み】6月6日㈭9:00 ～電話受付

祝　小山市制65周年
第17回男女共同参画フェア ～みんなで築こう参画社会～

第2回夏休み子ども将棋講習会および
長谷部プロ・第2回小山市長杯争奪将棋大会

日時　6月22日㈯　開場12:45・開会13:00　
会場　文化センター小ホール　※入場無料
内容　○基調講演　「笑いと愛と音楽」
　　　　　講師　上保　朋子氏（小山評定ふるさと大使、ヴァイオリニスト）
　　　○パネルディスカッション　「女性が社会で活躍するためには」
　　　　　パネリスト　村木　優実子氏（ＮＨＫ宇都宮放送局長）
　　　　　　　　　　　紀　　惠理子氏（仙台少年鑑別所長）
　　　　　　　　　　　秋山　みどり氏（水戸証券株式会社小山支店長）ほか
　　　○小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定証交付式
　　　○白鷗大学ハンドベルクワイアによる演奏
　　　○市役所男性職員による育児休業体験発表
　　　○東松島市・熊本県応援物産販売、市内授産施設による販売
　　　※手話通訳、託児あり（6月14日㈮までに要申込み）　

生涯学習センターホールで将棋を指そう
【将棋講習会】
日　　程　7月31日㈬、8月7日㈬
対　　象　市内在住または在学中の小学生
　　　　　および義務教育学校1～6年生
申込み期間　6月20日㈭～7月5日㈮

【将棋大会】
日　　程　8月26日㈪
対　　象　小学生・義務教育学校1～6年生
申込み期間　6月20日㈭～8月2日㈮
※申込み方法・参加条件・クラス分けなどの詳細は市ホームページをご覧ください

問農政課☎22-9257

問男女共同参画課☎22-8078

　笑いを人生のモットーとするヴァイオリニストの上
じょうほ

保朋
と も こ

子氏を講師に招き、ヴァイオリンの音色とともに楽し
く講演します。

17　広報小山 2019.6月号

【上保　朋子氏】

生涯学習課ホームページ

市ホームページ

問生涯学習課☎22-9666
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て

直
さ
れ
て
屋
敷
の
角
に
移
転
さ
れ
、
さ
ら
に

20
数
年
前
に
、
神
社
境
内
に
移
転
さ
れ
ま
し

た
。

小
山
歴
史
研
究
会　

落
合　

住
好

広報小山 2019.6月号　18

シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○193

鉢
形
村
の
３
人
の
百
姓

　

鉢
形
本
田
に
あ
る
龍
神
社
境
内
に
は
、
江
戸
時
代
、
村
の

困
窮
を
救
う
た
め
に
直
訴
し
た
３
人
の
百
姓
を
供
養
す
る
祠

が
あ
り
ま
す
。
元
の
場
所
は
鉢
形
本
田
の
中
心
に
あ
り
、
新

し
く
建
て
直
さ
れ
、
神
社
の
境
内
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
祠
の
由
来
は
、「
江
戸
時
代
の
末
期
に
鉢
形
村
の
困
窮

を
救
う
た
め
、
打
ち
首
に
な
る
の
を
覚
悟
で
、
時
の
将
軍
が

日
光
街
道
を
通
る
行
列
に
直
訴
状
を
提
出
し
た
３
人
の
百
姓

が
お
り
、
そ
の
百
姓
を
弔
う
た
め
に
作
っ
た
お
墓
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

戦前の墓石周辺の風景のイメージ

建て直された 3基の祠
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●
イ
ベ
ン
ト

祝　

小
山
市
制
65
周
年

第
16
回
「
ほ
た
る
の
館
」
祭
り

日
時　

６
／
８
㈯
式
典
18
時
半
・

催
事
18
時
45
分　

※
９
㈰
鑑
賞
会

の
み
20
時
〜
21
時
（
小
雨
決
行
）

会
場　

小
山
総
合
公
園
「
ほ
た
る

の
館
学
習
館
」

内
容　

地
元
団
体
等
に
よ
る
催

し
、
小
山
第
三
小
・
小
山
第
二
中

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会（
予
定
）、

ほ
た
る
の
生
態
パ
ネ
ル
展
示
、
鑑

賞
会
（
催
事
終
了
後
〜
21
時
）

問
「
ほ
た
る
の
館
」
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
水
と
緑
の
推
進
課

内
）
☎
22
9
8
8
6

お
と
め
座
を
見
つ
け
よ
う
〜
り
ょ

う
け
ん
座
二
重
星
を
み
よ
う
〜

日
時　

６
／
８
㈯
19
時
半
〜
21
時

会
場　

生
井
公
民
館　

※
駐
車
場

は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

内
容　

ほ
っ
し
ー
★
O
Y
A
M
A

号
で
の
天
体
観
望
会

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
。
当

日
、
実
施
時
刻
の
1
時
間
前
に
電

話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
。
当
日
、
11
時
〜
12
時
半
に
、

博
物
館
駐
車
場
に
て
太
陽
観
測
会

も
実
施

問
博
物
館
☎
45
5
3
3
1

祝　

小
山
市
制
65
周
年

第
7
回
さ
く
ら
道
ま
つ
り

日
時　

６
／
23
㈰
９
時
〜
正
午

会
場　

さ
く
ら
道
（
小
山
駅
中
央

自
由
通
路
）

内
容　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
・
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
小
山
駅
東
西

商
店
会
等
に
よ
る
出
店
な
ど

問
新
都
市
整
備
推
進
課
☎
22
8
9
3
2

第
29
回
鬼
怒
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

日
時　

７
／
13
㈯
７
時
〜
８
時
半

（
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
）

会
場
・
集
合
場
所　

①
田
川
放
水

路
「
川
の
一
里
塚
」
付
近
河
川
敷
②

鬼
怒
川
中
島
橋
付
近
河
川
敷
③
中
河

原
軽
飛
行
機
発
着
場
付
近
河
川
敷

※
中
止
の
場
合
は
、
当
日
の
６
時

ま
で
に
決
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載

問
建
設
政
策
課
☎
22
9
2
0
4

●
ス
ポ
ー
ツ

初
心
者
向
け
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
座

日
時
・
会
場　

①
６
／
３
㈪
19
時

半
〜
21
時
（
大
谷
公
民
館
）
②
６

／
７
㈮
14
時
〜
16
時
（
大
谷
公
民

館
）
③
６
／
10
㈪
９
時
半
〜
11
時

半
（
し
ら
さ
ぎ
館
）
④
６
／
19
㈬

14
時
〜
16
時
（
小
山
東
出
張
所
）

⑤
６
／
19
㈬
19
時
〜
20
時
半
（
小

山
第
一
小
体
育
館
）
⑥
６
／
20
㈭

10
時
〜
正
午
（
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
小
体
育
館
）
⑦
６
／
21
㈮
10

時
〜
正
午
（
大
谷
公
民
館
）
⑧
６

／
24
㈪
13
時
半
〜
15
時
半
（
神
明

町
公
民
館
）
⑨
６
／
26
㈬
19
時
〜

20
時
半
（
小
山
第
一
小
体
育
館
）

※
参
加
無
料

申
込
み　

当
日
、
各
会
場
に
て
受
付

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
2
6
9
5

第
7
回
小
山
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

７
／
６
㈯
９
時
半
〜
15
時

（
受
付
９
時
か
ら
）

※
参
加
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要

会
場　

県
立
県
南
体
育
館　

服
装
等　

運
動
が
で
き
る
服
装
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
2
6
9
5

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

日
時　

６
／
30
㈰
4
時
45
分
市
役

所
西
側
駐
車
場
集
合　

5
時
出
発

行
き
先　

長
野
県
志
賀
高
原
横
手

山
と
池
め
ぐ
り

内
容　

横
手
山
か
ら
の
展
望
は
素

晴
ら
し
く
、
池
め
ぐ
り
コ
ー
ス
は

見
所
が
た
く
さ
ん

対
象　

市
内
在
住
お
よ
び
在
勤
者

（
小
学
校
高
学
年
〜
70
歳
位
ま
で

の
方
）

定
員　

先
着
25
人　

※
20
人
以
下

の
場
合
は
中
止

参
加
料　

７
千
円
（
保
険
料
等
）

申
込
み　

６
／
４
㈫
〜
20
㈭
ま
で

の
平
日
10
時
〜
17
時
に
参
加
料
を

添
え
て
（
公
財
）
市
体
育
協
会
☎

30
5
8
5
6

問
小
山
山
岳
会
・
長
岡

☎
0
9
0
・
4
0
7
4
・
8
1
9
7

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時　

６
／
16
㈰
８
時
市
役
所
正

面
玄
関
前
集
合　
※
当
日
受
付

行
先　

渡
良
瀬
遊
水
地

距
離　

約
45
㎞
＆
75
㎞

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

参
加
費　

500
円
（
保
険
料
等
）　

※
当
日
会
場
に
て
徴
収

持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
帽
子
等

そ
の
他
各
自
必
要
な
物

※
小
雨
中
止
。
自
転
車
は
各
自
整

備
し
て
く
る
事

問
小
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

吉
原
☎
27
6
1
2
1

●
お
知
ら
せ

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験　

案
内
書
配
布

　

10
／
13
㈰
に
実
施
さ
れ
る
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

の
案
内
書
（
申
込
書
）
を
配
布
し

ま
す
。

期
間　

６
／
３
㈪
〜
28
㈮

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
窓
口

対
象　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
22

９
５
４
１

農
業
者
年
金
受
給
権
者
の
現
況
届

の
提
出
（
受
付
）　

日
時
・
会
場　

①
６
／
３
㈪
〜
14

㈮
８
時
半
〜
15
時
（
市
内
農
協
支

店
）
②
６
／
３
㈪
〜
28
㈮
８
時
半

〜
17
時
（
農
業
委
員
会
事
務
局
・

市
役
所
2
階
）

※
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
、
年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
現
況
届
は
５
月
末
に
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
直
接
郵
送
さ

れ
ま
す
（
昨
年
7
／
1
以
降
の
裁

定
者
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）　

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
22
9
2
4
7

都
市
計
画
に
関
す
る
縦
覧
・
説
明

会
等

　

皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
に
、
都
市
計
画
の
構
想
の

縦
覧
・
公
聴
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

縦
覧
期
間
：
６
／
６
㈭
〜

20
㈭
、
構
想
説
明
会
：
６
／
14
㈮

18
時
半
、
公
聴
会
：
７
／
９
㈫
18

時
半
、
都
市
計
画
案
の
説
明
会
：

７
／
22
㈪
18
時
半

会
場　

縦
覧
場
所
：
都
市
計
画

課
、
構
想
説
明
会
会
場
：
市
役
所

別
館
３
階
会
議
室
、
公
聴
会
：
市

役
所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会

議
室
、
都
市
計
画
案
の
説
明
会
：

市
役
所
別
館
３
階
会
議
室

内
容　

都
市
計
画
の
決
定
等
に
つ

い
て
（
都
市
計
画
公
園
の
決
定
・

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
）

対
象　

住
民
お
よ
び
利
害
関
係
人

問
都
市
計
画
課
☎
22
９
２
０
３

自
死
遺
族
の
会

　

大
切
な
方
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た
…
…
、
そ
の
想
い
を
わ
か

ち
あ
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
／
18
㈫
14
時
（
偶
数
月

第
３
火
曜
日
）　

※
当
日
受
付

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

近
親
者
だ
け
で
は
な
く
、

親
し
い
友
人
を
亡
く
し
た
方
で

も
、
つ
ら
い
思
い
を
抱
え
た
方
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
市
外
の
方
も
可

問
福
祉
課
☎
22
9
6
1
9

年
金
額
の
確
認
は
年
金
振
込
通
知
書

年
金
振
込
通
知
書
は
、
４
月
以

降
（
６
月
振
込
分
以
降
）
の
年
金

振
込
額
を
お
知
ら
せ
す
る
ハ
ガ
キ

で
す
。
今
年
度
に
振
り
込
ま
れ
る

年
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

今
年
度
の
振
込
額
を
確
認
で
き
ま

す
。
な
お
、
８
月
以
降
分
の
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
個
人
住
民
税

等
の
額
は
予
定
の
額
と
し
て
、
６

月
の
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
通
知
書
は
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
６
月
初
め
か
ら
順
次
発
送
さ

れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
年
金
事
務
所
☎
０
２
８
２

22
４
１
３
１

国
保
年
金
課
☎
22
９
４
１
６



２
０
１
９
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

基
礎
調
査
に
ご
協
力
を　

　

６
月
よ
り
、
全
国
す
べ
て
の
事

業
所
を
対
象
に
、
経
済
セ
ン
サ
ス

‐
基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
社
会
経
済
の
発
展

を
支
え
る
資
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。
６
月
中
旬
か
ら
、
調

査
員
が
各
事
業
所
に
伺
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
間　

６
月
〜
令
和
２
年
３
月

問
行
政
経
営
課
☎
22
9
3
1
2

市
役
所
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す

今
年
度
よ
り
、
市
役
所
新
庁
舎

の
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
る
予
定

で
す
。
工
事
の
開
始
に
伴
い
、
市

役
所
の
駐
車
場
が
順
次
工
事
現
場

や
資
材
置
き
場
な
ど
と
し
て
利
用

さ
れ
る
た
め
、
駐
車
で
き
る
台
数

が
大
幅
に
少
な
く
な
り
、
混
雑
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

市
役
所
や
中
央
市
民
会
館
を
ご

利
用
の
方
は
、
電
車
・
バ
ス
等
の

公
共
交
通
機
関
や
、乗
り
合
わ
せ
、

送
迎
に
よ
る
来
場
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
後

日
、
本
紙
に
掲
載
予
定
で
す
。

問
管
財
課
☎
22
9
3
2
2

総
合
政
策
課
本
庁
舎
整
備
推
進
室

☎
22
9
3
4
7

生
垣
設
置
費
用
助
成
金
交
付
制
度

　

市
民
も
し
く
は
事
業
者
が
、
住

宅
、
事
業
所
等
の
敷
地
内
で
公
衆

用
道
路
に
面
し
た
生
垣
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
要
件
を
満
た

す
も
の
に
は
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
地
震
に
強
く
、
空
気
を

き
れ
い
に
し
、
緑
豊
か
な
街
づ
く

り
に
役
立
つ
生
垣
を
設
置
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　

こ
れ
か
ら
公
衆
用
道
路
に

面
し
た
生
垣
の
設
置
を
お
考
え
の
方

問
水
と
緑
の
推
進
課
☎
22
9
8
8
1

小
山
市
老
人
保
健
福
祉
施
設
の
整

備
法
人
等
募
集

　

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
整
備
法
人
の
募
集
要
項
を
６
月

上
旬
（
予
定
）
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
（
平
成
30
年
度

分
再
公
募
）。

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
22

9
5
4
9

イ
ノ
シ
シ
に
注
意

思
川
お
よ
び
渡
良
瀬
遊
水
地
周

辺
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
・
目

撃
情
報
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に

最
近
で
は
、
市
街
地
に
お
い
て
も

イ
ノ
シ
シ
が
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

〜
イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
し
た
ら
〜

①
慌
て
ず
に
、
イ
ノ
シ
シ
の
正
面

に
立
た
な
い
よ
う
横
に
移
動
し
、
背

中
を
見
せ
ず
ゆ
っ
く
り
と
後
ろ
に
下

が
っ
て
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
る
。

②
離
れ
た
ら
、
高
い
所
や
建
物
に

避
難
す
る
。

※
大
き
な
音
を
出
し
た
り
、
物
を

ぶ
つ
け
た
り
す
る
と
、
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
な
り
襲
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
刺
激
し
な
い
よ
う
に

行
動
す
る

※
イ
ノ
シ
シ
を
見
つ
け
た
時
は
左

記
の
番
号
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
☎
22
９
２
６
９

●
募
集

起
業
家
育
成
講
座
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
作
成
コ
ー
ス
」
受
講
者
募
集

日
時　

６
／
15
・
22
・
29
、
７
／

６
各
土
曜
日
（
全
４
回
）
13
時
半

〜
17
時
半

会
場　

中
央
図
書
館

内
容　

創
業
を
目
指
す
方
へ
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
方
法
を
中
小

企
業
診
断
士
が
講
義
し
ま
す
。

対
象　

創
業
に
興
味
が
あ
る
方

定
員　

16
人　

※
参
加
無
料

申
込
み　

工
業
振
興
課
へ
電

話
（
☎
22
９
３
９
６
）・
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
22
９
６
８
５
）・
メ
ー
ル
（ 

d
‐k

o
u
g
yo
@
city.o

ya
m
a
.

tochigi.jp

）

折
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
者
募
集

日
時　

６
／
15
㈯
10
時
〜 

正
午

会
場　

博
物
館　

内
容　

初
夏
の
風
物　
　

定
員　

25
人　

参
加
費　

100
円
、
折
紙
持
参　

申
込
み　

６
／
１
㈯
９
時
か
ら
車

屋
美
術
館
☎
41
０
９
６
８

思
川
で
ア
ユ
の
友
釣
り
を
楽
し
む
会

日
時　

６
／
29
㈯
８
時
〜
正
午

会
場　

観
晃
橋
下　

内
容　

ア
ユ
の
友
釣
り
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う　

※
川
の
状
況

に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

対
象　

初
心
者　

定
員　

若
干
名
（
道
具
貸
与
）

参
加
費　

２
千
500
円　

申
込
み　

思
川
に
思
い
を
は
せ
る

会
事
務
局（
水
と
緑
の
推
進
課
内
）

☎
22
９
８
７
８

穂
積
公
民
館
講
座

◆
新
玉
ね
ぎ
で
作
る
秘
伝
の
「
焼

肉
の
た
れ
」

日
時　

７
／
９
㈫
９
時
か
ら

会
場　

JA
小
山
西
部
農
産
物
加
工

所
（
小
袋
）

定
員
・
参
加
費　

先
着
20
人
・

２
千
円
（
材
料
代
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

長
靴

申
込
み　

６
／
28
㈮
ま
で
に
同
館

☎
38
２
０
０
４

折
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
者
募
集

日
時　

７
／
11
、
９
／
５
、
11
／

14
、
令
和
２
年
１
／
９
、３
／ 

12
各

木
曜
日
（
全
５
回
）
14
時
〜
16
時

会
場　

博
物
館
な
ど　

内
容　

折
紙
の
基
本
、
歴
史
・
技

術
研
究　
　

定
員　

25
人
（
年
間
を
通
し
て
受

講
で
き
る
方
）　

参
加
費　

500
円
、
折
紙
持
参　

申
込
み　

６
／
１
㈯
９
時
か
ら
車

屋
美
術
館
☎
41
０
９
６
８

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

日
時　

７
／
13
㈯
９
時
〜
正
午

（
受
付
８
時
半
か
ら
）　

会
場　

小
山
市
消
防
本
部
３
階
大

会
議
室
（
大
字
神
鳥
谷
１
７
０
０

番
地
２
）　

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
等

対
象　

小
山
市
ま
た
は
野
木
町
に

在
勤
、
在
学
お
よ
び
在
住
す
る
方

定
員　

先
着
30
人　

※
参
加
無
料

申
込
み　

６
／
15
㈯
〜
30
㈰
に
消

防
署
救
急
係
☎
39
６
６
６
６
、
大

谷
分
署
☎
22
３
４
５
０
、
間
々
田

分
署
☎
45
０
０
０
９
、
野
木
分
署

☎
０
２
８
０
57
１
１
１
９
、
豊
田

分
署
☎
37
０
１
１
９
、
桑
分
署
☎

23
３
４
０
３
、
絹
分
遣
所
☎
49

３
１
１
９

パ
パ
の
料
理
教
室
＆

ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
体
験

日
時　

７
／
15
㈪
10
時
〜
13
時　

会
場　

道
の
駅
思
川　

料
理
実
習
室

内
容　

パ
パ
は
家
族
分
の
ラ
ン
チ

を
作
り
、
マ
マ
や
お
子
さ
ん
は
ま

ゆ
ク
ラ
フ
ト
の
ネ
コ
型
リ
ー
ス
を

作
り
ま
す
。
昼
食
は
家
族
で
パ
パ

の
手
料
理
を
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象　

妊
娠
期
〜
小
学
生
の
お
子

さ
ん
が
い
る
家
族

定
員　

10
組
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　

参
加
費　

食
事
500
円
／
人
、
ま
ゆ

ク
ラ
フ
ト
500
円
／
組

申
込
み　

７
／
２
㈫
ま
で
に
農
政

課
☎
22
９
２
５
７

防
災
講
座

地
震
水
害
火
事
キ
ズ
ナ
を
考
え
る

日
時　

７
／
19
㈮
、
８
／
14
㈬

･
30
㈮
、
９
／
４
㈬
･
25
㈬
、
10

／
９
㈬
･
30
㈬
、
11
／
22
㈮　

会
場　

中
央
公
民
館　

内
容　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

活
用
、
救
命
入
門
、
火
災
予
防
な
ど

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
優
先　

定
員　

各
回
30
人　
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参
加
費　

200
円　

申
込
み　

６
／
12
㈬
〜
27
㈭
に
生

涯
学
習
課
☎
22
９
６
６
６　

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市

内
各
施
設
に
あ
る
チ
ラ
シ
参
照

障
が
い
児
親
子
水
泳
教
室

日
時　

７
／
23
・
30
、
８
／
６
・

20
・
27
各
火
曜
日
（
全
５
回
）
15

時
〜
16
時

会
場　

県
立
温
水
プ
ー
ル
館

内
容　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
水

に
親
し
む

対
象　

市
内
在
住
の
、
障
が
い
や

発
達
に
遅
れ
の
あ
る
小
中
高
生
親
子

定
員　

先
着
10
組
20
人　

※
オ
ム

ツ
着
用
不
可
。
親
も
水
着
着
用

受
講
料　

１
組
２
千
円

申
込
み　

６
／
３
㈪
〜
28
㈮
に
各

種
障
害
手
帳
等
・
受
講
料
・
印
鑑

持
参
で
福
祉
課
☎
22
９
６
２
９

市
民
会
議
委
員
の
募
集

　

次
期
「
小
山
市
総
合
計
画
」
の

策
定
に
あ
た
り
、
市
民
参
加
に
よ

る
計
画
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
民
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

市
内
在
住
で
、
20
歳
〜
45

歳
の
小
山
市
政
へ
の
関
心
と
熱
意

を
有
す
る
方

募
集　

25
人
（
超
過
時
抽
選
）

申
込
み　

６
／
20
㈭
ま
で
に
、
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
22
８
９
７
２
）・
郵
便

【
〒
323

－

８
６
８
６
（
住
所
不
要
）】

ま
た
は
メ
ー
ル
（d

‐k
ik
a
k
u
@

city.o
ya
m
a
.to
ch
ig
i.jp

）
で
総

合
政
策
課
へ

問
同
課
☎
22
９
３
５
６

※
応
募
用
紙
は
同
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
園
の
里
親
の
募
集

身
近
な
公
園
の
親
代
わ
り
と
し

て
積
極
的
に
清
掃
、
除
草
等
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
安
全
で
快
適

な
公
園
の
利
用
を
促
進
す
る
公
園

の
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

公
園
の
里
親
に
な
る
た
め
に

は
、公
園
近
隣
の
複
数
の
方
で「
公

園
愛
護
里
親
会
」
を
結
成
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
公
園
愛
護
里
親
会
」
に
は
、

市
か
ら
の
助
成
金
の
交
付
や
用
具

類
の
配
布
を
行
っ
て
お
り
、
市
で

加
入
す
る
小
山
市
市
民
活
動
災
害

補
償
保
険
も
適
用
と
な
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
作
業
等
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
水
と
緑
の
推
進
課
☎
22
９
８
８
１

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

第
41
期
生
募
集

学
習
年
限　

２
年
間
（
令
和
元
年

10
月
入
学
〜
令
和
３
年
９
月
卒
業
）

対
象　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上

（
令
和
２
年
３
／
31
現
在
）
で
、

地
域
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方

※
50
歳
〜
60
歳
未
満
の
方
は
、
市

の
推
薦
が
あ
れ
ば
応
募
可

学
校
説
明
会　

６
／
４
㈫
10
時
〜

正
午
、
会
場
：
シ
ル
バ
ー
大
学
校

南
校
（
栃
木
市
神
田
町
９
‐
４
０
）

応
募
期
間　

６
／
１
㈯
〜
30
㈰　

応
募
方
法　

入
学
願
書
に
返
信
用

82
円
切
手
を
添
え
て
、
シ
ル
バ
ー
大

学
校
南
校
ま
た
は
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
へ

問
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校
☎

０
２
８
２
22
５
３
２
５

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
22

９
６
１
７

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
山
本
広
斉
先
生
の
囲
碁
入
門
教
室

▽
６
／
15
・
22
・
29
各
土
曜
日（
全

３
回
）13
時
半
〜
15
時
半
▽
20
人

▽
３
千
円

◆
肩
ほ
ぐ
し
ス
ロ
ー
ヨ
ガ
教
室
▽

７
／
２
㈫
か
ら
毎
週
火
曜
日（
全

11
回
）14
時
〜
15
時
▽
講
師
：
加

藤
恵
子
氏
▽
30
人
▽
３
千
300
円

◆
快
眠
の
た
め
の
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教

室
▽
７
／
３
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日

（
全
12
回
）19
時
半
〜
20
時
半
▽

講
師
：
加
藤
恵
子
氏
▽
30
人
▽

３
千
600
円

◆
ベ
ー
シ
ッ
ク（
ハ
タ
）・
ヨ
ガ
教
室

▽
７
／
４
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日（
全

11
回
）９
時
半
〜
10
時
半
▽
講
師
：

片
岡
歩
氏
▽
30
人
▽
３
千
300
円

◆
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
指
導
す
る
筋
ト

レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
▽
７
／
４

㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日（
全
11
回
）11

時
〜
正
午
▽
講
師
：
福
田
恵
一
氏

▽
30
人
▽
３
千
300
円

◆
癒
し
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ガ
教
室
▽

７
／
５
㈮
か
ら
毎
週
金
曜
日（
全
10

回
）９
時
半
〜
10
時
半
▽
講
師
：
加

藤
恵
子
氏
▽
30
人
▽
３
千
円

◆
和
の
小
物「
藍
染
め
の
布
の
ブ

ロ
ー
チ
」つ
く
り
教
室
▽
７
／
30
㈫

13
時
半
〜
15
時
半
▽
講
師
：
田
仲

陽
子
氏
▽
20
人
▽
千
100
円

申
込
み　

７
月
開
講
教
室
は
６
／

５
㈬
10
時
か
ら
受
付
開
始

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
１
１
１

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時　

①
６
／
15
㈯
デ
コ
パ
ー

ジ
ュ
・
壁
掛
け
作
り
②
６
／
22
㈯
・

29
㈯
２
回
で
仕
上
げ
る
お
り
り
ん

麻
ひ
も
バ
ッ
グ
作
り
③
６
／
26
㈬

ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
「
ラ
ム
ね
こ
リ
ー
ス

を
作
ろ
う
」
④
７
／
６
㈯
結
城
紬
の

く
る
み
ボ
タ
ン
（
５
個
）
を
使
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
小
物
を
作
ろ
う

会
場　

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
費　

①
千
円
②
２
千
500
円
③

500
円
④
２
千
円

※
時
間
・
詳
細
は
要
問
合
せ

申
込
み　

６
／
５
㈬
か
ら
同
館

※
事
前
予
約
優
先
。
た
だ
し
、
②

は
両
日
参
加
で
き
る
方
の
み
受
付
。

③
は
事
前
予
約
の
み
受
付
。
④
は
前

日
予
約
ま
で
、
２
人
以
上
で
開
催

問
同
館
☎
32
６
４
７
７

大
ホ
ー
ル
の
裏
側
探
検

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

日
時　

６
／
30
㈰
13
時
〜
（
約
１

時
間
程
度
）

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

内
容　

大
ホ
ー
ル
の
裏
側
の
見
学

対
象　

高
校
生
以
上　
　
　
　
　

定
員　

５
人　

※
参
加
無
料

申
込
み　

同
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
カ
フ
ェ

日
時　

６
／
16
㈰
14
時
〜
16
時

会
場　

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

「
お
や
ま
〜
る
」
多
目
的
会
議
室

内
容　

小
山
市
内
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
の
た
め

に
、
ミ
ニ
交
流
会
形
式
で
お
話
の

場
を
開
き
ま
す
。

対
象　

市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
方
、
始
め
た
い
方

定
員　

12
人　

※
参
加
無
料

申
込
み　

小
山
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

調
整
型
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
身

に
つ
く
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

力
Ｕ
Ｐ
」
講
習

日
時　

６
／
２
㈰
・
９
㈰
10
時
〜

17
時

会
場　

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

「
お
や
ま
〜
る
」
研
修
室
１

内
容　

互
い
を
認
め
合
う
調
整
型

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
座
学
で
学

び
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
模
擬
実

践
）
で
身
に
付
け
る
講
習
で
す
。

対
象　

市
民
活
動
や
地
域
活
動
を

し
て
い
る
方
、
そ
の
他
ど
な
た
で
も

定
員　

24
人

参
加
費　

８
千
円
（
２
回
通
し
）、

５
千
円
（
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
）

申
込
み　

小
山
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

パ
ソ
コ
ン
講
座　

文
字
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
案
内
状
を
作
ろ
う
！

日
時　

６
／
26
㈬
９
時
半
〜
11
時
半

会
場　

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

「
お
や
ま
〜
る
」

内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
字

を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
ょ
う
。
習
得
技

術
は
自
治
会
活
動
や
市
民
活
動
の

案
内
状
に
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す

対
象　

市
民
活
動
や
自
治
会
活
動

を
し
て
い
る
方
、
そ
の
他
ど
な
た

で
も

定
員　

10
人

参
加
費　

材
料
費
300
円

申
込
み　

６
／
１
㈯
か
ら
小
山

市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
⒇

５
５
６
２

※
先
着
順
、
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
持
参

主
催　

栃
木
県
南
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ア
イ
ラ
ボ



小山市コミュニティFM「おーラジ」
77.5MHzで毎日生放送！
（7:00～ 21:00）　

問秘書広報局☎22-9353
　普段は市の身近で魅力的な情報を、災
害時には気象情報や交通情報等をリアル
タイムに発信しています。

時期 市役所からこんにちは
上旬 ■男女共同参画フェア　■小山市民号

中旬 ■認知症の対策　■小山市フォークダンスフェスティバル

下旬 ■後期高齢者医療制度　■思川の流しびな

月間 ■イベント情報／秘書広報局　■レッツエコ／環境課

視聴にはテレビ小山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必要となります。デ
ジタル101chを選局ください。
問秘書広報局☎22‒9353

６月の行政テレビ

広報小山2019.6月号　22

「
戦
争
体
験
」
作
文
募
集

　

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
「
私
の

戦
争
体
験
」、「
父
母
（
祖
父
母
）

が
語
っ
た
戦
争
体
験
」
な
ど
今
残

し
て
お
き
た
い
体
験
記
を
募
集

し
ま
す
▽
800
字
以
内
▽
年
齢
・
性

別
不
問
、
氏
名
・
連
絡
先
・
電
話

番
号
を
明
記
▽
男
女
共
同
参
画
課

付
け
・
小
山
女
性
史
研
究
会
（
八

幡
町
１
‐
４
‐
５
）
へ
送
付
▽
応

募
さ
れ
た
原
稿
は
お
返
し
し
ま

せ
ん
。
記
録
集
掲
載
の
際
は
連

絡
し
ま
す
▽
問
同
会
・
毒
島
☎
23

２
０
３
４

い
ち
ご
L
C
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
）
会
員
募
集

　

い
ち
ご
L
C
は
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
を
行
う
こ
と
で
健
康
寿
命
を

延
ば
す
と
と
も
に
会
員
の
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
団
体
で
す
▽
毎
週
月
曜
午
後
・

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、木
曜
（
月

2
回
）
午
後
・
し
ら
さ
ぎ
館
▽
会

員
層
：
50
代
〜
80
代
、
初
心
者
歓

迎
▽
問
嶋
田
☎
45
5
6
2
0

ピ
ア
ノ
す
み
れ
会
会
員
募
集

　

毎
月
第
1
･
3
金
曜
13
時
〜
16

時
45
分
▽
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）
▽
初
心
者
歓

迎
、
講
師
に
よ
る
無
料
体
験
レ
ッ

ス
ン
有
り
▽
実
費
負
担
有
り
▽
問

同
会
・
後
藤
☎
35
６
３
０
９

絵
画
（
油
絵
・
水
彩
）
無
料
講
座

参
加
者
募
集

　

６
／
23
㈰
・
30
㈰
10
時
〜
15
時

▽
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
ま
ち
）
▽
先
着
15
人
▽
画

材
自
由
・
初
心
者
歓
迎
▽
申
込

み
：
西
村
☎
0
9
0
・
3
0
6
9
・

5
5
3
8

空
手
見
学
体
験
（
無
料
）・
会
員

募
集

　

土
曜
17
時
半
〜
19
時
・
第
三
小

学
校
体
育
館
、
土
曜
19
時
半
〜
21

時
半
・
大
谷
中
学
校
武
道
場
、
日

曜
10
時
〜
正
午
・
小
山
城
南
交
流

セ
ン
タ
ー
、
日
曜
14
時
半
〜
16

時
半
・
小
山
市
桑
交
流
セ
ン
タ
ー

（
毎
週
開
催
）
▽
随
時
受
付
、
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
▽
問
空

手
道
一
友
会
・
村
松
☎
0
9
0
・

7
4
0
1
・
4
8
5
5

水
彩
画
教
室
参
加
者
募
集

　

毎
月
第
1
･
３
水
曜
13
時
〜
16

時
▽
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
▽

講
師
：
鴨
田
雅
男
氏
▽
会
費
：

月
千
円
▽
初
心
者
・
見
学
歓
迎
▽

問
太
田
☎
0
9
0
・
2
4
6
7
・

0
6
2
9

無
料
風
景
講
習
会
「
下
生
井
（
旧

思
川
）
を
描
く
」

　

６
／
16
㈰
10
時
〜
15
時
▽
先

着
15
人
▽
講
師
：
五
月
女
政
巳

氏
▽
申
込
み
：
西
村
☎
0
9
0
・

3
0
6
9
・
5
5
3
8

第
54
回
栃
木
県
母
親
大
会
in
お
や

ま
の
開
催

　

６
／
30
㈰
10
時
〜
16
時
（
９
時

半
受
付
）
▽
中
央
公
民
館
、
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽
分
科
会

（
①
沖
縄
の
歴
史
と
今
②
Ｄ
Ｖ
被

害
者
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
③
優
氣

（
有
機
）
百
姓
と
気
軽
に
考
え
る

平
和
で
安
心
な
暮
ら
し
方
④
平
和

と
憲
法
）、
講
演
会
（
講
師
：
浜

矩
子
氏
）
▽
千
円
▽
問
小
杉
☎
24

4
8
4
5

６
月
県
立
博
物
館
開
催
行
事

　

第
123
回
企
画
展
「
下
野
の
鎌
倉

街
道
‐
道
を
行
き
交
う
人
と
物
‐
」

６
／
16
㈰
ま
で
▽
テ
ー
マ
展
「
も
み

じ
と
カ
エ
デ
」
6
／
16
㈰
ま
で
▽
ロ

ビ
ー
展
示
「
昆
虫
」
6
月
〜
7
月
▽

県
博
デ
ー
６
／
16
㈰
▽
問
同
館
☎

0
2
8
・
6
3
4
・
1
3
1
1

県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
学
校

説
明
会
の
案
内

　

●
学
校
説
明
会
：
小
・
中
学
部

合
同
第
１
回
７
／
２
㈫
、
小
学
部

第
２
回
８
／
６
㈫
年
長
児
体
験
、

第
３
回
10
／
８
㈫
学
齢
児
体
験
▽

中
学
部
第
２
回
８
／
６
㈫
・
第
３

回
10
／
９
㈬
▽
高
等
部
第
１
回
６

／
28
㈮
・
第
２
回
７
／
25
㈭
・
第

３
回
11
／
19
㈫
入
選
説
明
会
●
学

校
公
開
：
７
／
10
㈬
●
学
校
行

事
：
学
習
発
表
会
「
あ
お
ぞ
ら
祭
」

11
／
９
㈯
▽
申
込
み
：
就
学
前
・

学
校
教
育
課
☎
22
９
６
５
５
、
学

齢
児
・
通
学
し
て
い
る
学
校

県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
「
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

　

①
９
／
７
㈯
９
時
半
〜
正
午
②

10
／
５
㈯
９
時
半
〜
正
午
③
11
／

９
㈯
８
時
半
〜
正
午
④
12
／
７
㈯

13
時
〜
15
時
▽
障
が
い
の
あ
る
方

た
ち
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

興
味
が
あ
る
高
校
生
以
上
の
方
・

20
人
程
度
▽
申
込
み
：
8
／
23
㈮

ま
で
に
同
校
☎
45
5
1
2
1

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

　

掲
載
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
の
方
は
秘
書
広
報
局
へ
☎

22
９
３
５
３
﹇
原
稿
の
締
切
は
発
行
日

（
毎
月
１
日
）
の
お
よ
そ
50
日
前
で
す
﹈

問同校援助計画課☎31-1733またはFAX27-0240
コース名 実施日 定員 受講料

旋盤加工応用技術 7/4.11.18（昼3日）
9:00～17:00 10 19,000円

プレス加工技術 7/6.13（昼2日）
9:00～17:30 10 12,000円

設計ツールによるモデリング
技術

7/6.13.20（昼3日）
9:30～16:10 10 11,000円

仕事と人を動かす現場監督者
の育成

7/22.23（昼2日）
9:30～16:10 20 9,000円

ＰＬＣプログラミング技術
（機械の自動化のためのＳＦ
Ｃ回路設計技術）

7/23.30（昼2日）
9:10～15:50 10 6,500円

太陽光発電システムのメンテナ
ンス技術

7/24.25（昼2日）
9:30～16:10 10 8,000円

コース名 実施日 定員 受講料
成功事例から学ぶ品質の維持
と向上

7/24.25（昼2日）
9:30～16:10 20 9,000円

マイコン制御システム開発技
術

7/30.31（昼2日）
9:30～16:10 10 7,000円

回路シミュレータで広がる
電子回路設計技術

7/30.31（昼2日）
9:30～16:10 10 7,000円

実践的ＰＬＣ制御技術（Ｆ
Ａ制御編）

7/30.31（昼2日）
9:30～16:10 10 6,500円

フライス盤加工技術 7/30.31.8/1（昼3日）
9:30～16:10 10 12,000円

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー



県
政
世
論
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

県
内
に
在
住
す
る
18
歳
以

上
の
方
か
ら
２
千
人
を
無
作

為
抽
出
▽
６
／
10
㈪
〜
７
／

２
㈫
▽
調
査
票
を
郵
送
（
秘

密
厳
守
）
▽
問
県
広
報
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
５
８

自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
へ

　

自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
や

交
通
遺
児
の
た
め
の
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
▽
重

度
障
害
者
介
護
料
支
給
：
自
動
車

等
の
事
故
に
よ
り
、
重
度
後
遺
障

害
の
程
度
お
よ
び
介
護
に
か
か
っ

た
経
費
に
支
給
▽
育
成
資
金
貸
付

制
度
：
保
護
者
が
自
動
車
事
故
等

に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
い

後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た

家
族
の
中
学
生
以
下
に
支
給
▽
問

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
自
動
車
事
故
対
策
機

構
栃
木
支
所
☎
0
2
8
・
6
2
2
・

9
0
0
1

常
設
知
的
財
産
相
談
室

　

特
許
・
実
用
新
案
・
意
匠
・
商

標
の
出
願
・
訴
訟
・
調
査
・
外
国

で
の
特
許
取
得
な
ど
、
知
的
財

産
権
全
般
に
つ
い
て
弁
理
士
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
▽
月
〜
金

曜
（
祝
日
は
除
く
）・
10
時
〜
正

午
、
14
時
〜
16
時
▽
東
京
都
千
代

田
区
霞
が
関
３
‐
４
‐
２
弁
理
士

会
館
１
階
▽
問
日
本
弁
理
士
会
☎

０
３
・
3
5
1
9
・
2
7
0
7

労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
・
納

付
期
間

　

令
和
元
年
度
の
年
度
更
新
手
続

き
は
６
／
３
㈪
〜
７
／
10
㈬
の
間

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
▽
労
働
保
険

料
の
申
告
・
納
付
な
ど
の
不
明
点

が
あ
れ
ば
栃
木
労
働
局
、
労
働
基

準
監
督
署
、
公
共
職
業
安
定
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
▽
問
同
局
労
働

保
険
徴
収
室
☎
0
2
8
・
6
3
4
・

9
1
1
3

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

　

７
／
17
㈬
13
時
半
〜
16
時
▽
県

小
山
庁
舎
大
会
議
室
（
犬
塚
３
‐

１
‐
１
）
▽
基
調
講
演
「
企
業
を

伸
ば
す
原
動
力
〜
働
き
方
改
革
の

意
義
〜
（
仮
称
）」（
講
師
：
白
河

桃
子
氏
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
働
き
方
改
革
の
取
組
と

そ
の
成
果
」
▽
100
人
（
参
加
無
料
）

▽
申
込
み
：
７
／
10
㈬
ま
で
に
氏

名
・
所
属
・
連
絡
先
を
労
政
事
務

所
☎
22
4
0
3
2
ま
た
は
℻
22

4
0
3
1

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談

　

県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
や

家
族
等
か
ら
の
苦
情
や
相
談
を
適

切
に
解
決
す
る
た
め
、
助
言
・
相

談
・
調
査
・
あ
っ
せ
ん
・
知
事
へ

の
通
知
等
を
行
い
ま
す
▽
相
談

時
間
：
平
日
９
時
〜
16
時
▽
相
談

等
は
無
料
▽
問
同
会
☎
0
2
8
・

6
2
2
・
2
9
4
1

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア
（
安

足
エ
リ
ア
）

　

６
／
29
㈯
13
時
〜
15
時
半
▽

佐
野
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
と

求
人
事
業
所
と
の
相
談
会
。
福

祉
の
仕
事
や
資
格
の
相
談
も

可
▽
問
県
社
会
福
祉
協
議
会
☎

０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験

　

８
／
７
㈬
９
時
半
〜
正
午
▽
宇

都
宮
短
期
大
学
付
属
高
等
学
校
▽

受
験
に
は
、
２
年
以
上
の
実
務
経

験
等
受
験
資
格
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
▽
６
／
12
㈬
〜
14
㈮
に

願
書
を
提
出
▽
問
県
南
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
☎
22
4
2
3
5

マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専
門
学
校
・

小
山
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校　

「
市
民
公
開
講
座
」

　

６
／
14
㈮
11
時
10
分
〜
12
時
10

分
▽
内
容
：
親
子
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

教
室
▽
ま
ろ
に
え
サ
テ
ラ
イ
ト
教

室
（
ロ
ブ
レ
6
階
）
▽
対
象
：
未

就
学
児
（
参
加
無
料
）
▽
問
同
校

☎
⒇
3
5
5
0

小
山
高
専
公
開
講
座

　

●
毛
糸
や
ハ
ン
カ
チ
を
き
れ
い
な

色
に
染
め
よ
う
！
（
小
〜
中
学
生
）

８
人
・
７
／
21
㈰
９
時
〜
正
午
●

S
cratch

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
（
小

５
〜
中
学
生
）
10
人
・
７
／
25
㈭
９

時
〜
正
午
●
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
パ
イ
を

使
っ
て
み
よ
う
（
小
４
〜
中
学
生
）

10
人
・
７
／
27
㈯
９
時
〜
正
午
▽
申

込
み
：
「
小
山
高
専
公
開
講
座
」
で

検
索
▽
問
同
校
☎
⒇
２
１
９
７

県
育
英
会
奨
学
生
募
集

　

４
月
に
高
等
学
校
ま
た
は
修

業
年
限
２
年
以
上
の
専
修
学
校

高
等
課
程
に
在
学
し
て
い
る
人

を
対
象
に
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
▽
６
／
20
㈭
ま
で
▽
貸
与
月

額
：
国
公
立
１
万
８
千
円
、
私
立

３
万
円
▽
市
教
育
委
員
会
等
に

願
書
等
配
布
▽
問
同
会
事
務
局
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
４
５
９

多
胎
児
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
内
や
近
隣
の
双
子
・
三
つ
子

と
親
が
集
ま
り
、
子
ど
も
同
士
の

交
流
や
育
児
情
報
の
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。
活
動
時
に
子
ど
も
の

遊
び
相
手
や
親
の
手
助
け
を
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど

も
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
▽
毎
月
第
２
・

４
水
曜
10
時
〜
正
午
▽
小
山
市
桑

交
流
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ベ
リ
ー
館
子

育
て
支
援
室
▽
問
さ
く
ら
ん
ぼ
小

山
会
・
橋
爪

s
a
k
u
ra
n
b
o
.

oyam
akai@

gm
ail.com

え
が
お
学
習
会
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス

キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　

６
／
26
㈬
10
時
〜
正
午
▽
こ

ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室
（
小
山
第

一
小
学
校
北
校
舎
1
階
）
▽
講

師
：
石
川
泰
子
氏
▽
申
込
不
要
▽

問
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
・
桐
生
☎
37

1
5
8
3

子
育
て
サ
ロ
ン
「
レ
ッ
ツ　

リ
ト

ミ
ッ
ク
」

　

６
／
12
㈬
10
時
〜
正
午
▽
こ
ど

も
ふ
れ
あ
い
教
室
（
小
山
第
一

小
学
校
北
校
舎
１
階
）
▽
タ
オ

ル
、
飲
み
物
持
参
▽
申
込
不
要
▽

問
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
・
桐
生
☎
37

1
5
8
3

母
親
ク
ラ
ブ
み
な
み
会
「
ハ
ワ
イ

ア
ン
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

　

６
／
13
㈭
10
時
半
〜
11
時
半
▽

駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー
遊
戯
室
▽
0

歳
〜
未
就
園
児
・
先
着
20
人
（
保

護
者
同
伴
）
▽
申
込
み
：
同
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
来
館
ま
た
は
☎
27

0
5
9
4
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さ
く
ら
保
育
園　

子
育
て
支
援
事

業
「
子
育
て
広
場　

す
ま
い
る
・

に
っ
こ
り
ち
ゃ
ん
・
え
く
ぼ
ち
ゃ

ん
ク
ラ
ブ
合
同
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

　

７
／
10
㈬
10
時
半
〜
11
時
半
▽

桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
マ
ル
ベ

リ
ー
館
）
▽
市
内
在
住
未
就
園

児
親
子
（
託
児
な
し
）・
１
歳
〜

１
歳
半
未
満
：
20
組
、
１
歳
半
以

上
：
20
組
（
参
加
無
料
）
▽
申
込

み
：
６
／
３
㈪
〜
21
㈮
に
同
園
☎

23
7
0
6
8

マ
マ
さ
ん
ブ
ラ
ス
ま
ま
ぴ
よ
隊 

15
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
「
夏
休
み
宝

島
ツ
ア
ー
」

　

７
／
14
㈰
開
場
13
時
半
、
開
演

14
時
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

▽
入
場
無
料
▽
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

ご
家
族
み
ん
な
で
、
見
て
聴
い
て

参
加
し
て
楽
し
い
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
▽
問
ま
ま
ぴ

よ
隊　

m
am
apiyotai.2004@

gm
ail.com

第
40
回
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン

プ
参
加
者
募
集

　

７
／
30
㈫
〜
８
／
３
㈯
４
泊
５

日
▽
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
▽
小
学
３
年
〜
６
年

生
・
日
本
人
80
人
、
外
国
人
20
人

▽
富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
体

験
、
星
空
観
察
な
ど
▽
５
万
２
千

円
〜
10
万
千
円
▽
申
込
み
：
７
／

５
㈮
ま
で
に
（
公
財
）
国
際
青
少

年
研
修
協
会
☎
０
３
・
6
4
1
7
・

9
7
2
1



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）
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乳幼児健康相談（予約制）
期　日　7月22日㈪
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方　①9:00 ～ ②9:30～
　　　　　　　③10:00～④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　6月17日㈪13:00から☎22-9527

マタニティクラス（はじめての妊娠クラス）
第1課
日　時　7月12日㈮9:30～14:30(受付9:15～)
会　場　保健・福祉センター
内　容　 栄養士講話、調理実習、心理士講

話、サポート制度等について
対　象　原則16週以降の妊婦とその家族
持ち物　 母子健康手帳、申込書、エプロン、

三角巾
受講料　テキスト代250円、実習代600円
問☎22‒9527

乳幼児健康診査 問☎22-9527
　対象者には約 1か月前に通知を送り
ます。受診日時・会場等は通知をご確
認ください。
持ち物　母子健康手帳、問診票
■乳児健康診査
＊平成31年3月・4月生まれの乳児対象

期　日 会　場
8月7日㈬・22日㈭
9月12日㈭・19日㈭ 保健・福祉センター

9月4日㈬ 健康医療介護
　総合支援センター

■9か月児健康相談
＊平成30年10月・11月生まれの乳児対象

期　日 会　場
8月7日㈬・22日㈭
9月12日㈭・19日㈭ 保健・福祉センター

9月4日㈬ 健康医療介護
　総合支援センター

■1歳6か月児健康診査
＊平成30年1月・2月生まれの幼児対象

期　日 会　場
8月1日㈭・28日㈬、
9月11日㈬・26日㈭ 保健・福祉センター

8月8日㈭
9月3日㈫

健康医療介護
　総合支援センター

■2歳児歯科健康診査
＊平成29年8月・9月生まれの幼児対象

期　日 会　場
8月1日㈭・21日㈬
9月11日㈬・26日㈭ 保健・福祉センター

■3歳児健康診査
＊平成28年5月・6月生まれの幼児対象

期　日 会　場
8月2日㈮・21日㈬・27日㈫
9月5日㈭・17日㈫・24日㈫ 保健・福祉センター

食生活改善推進員による健康料理教室
参加者募集（予約制）
■栄養バランスを考えた健康料理実習
期　日 会　場

① 6/13㈭ 桑市民交流センター
② 6/20㈭ 間々田市民交流センター
③ 7/ 4㈭ 保健・福祉センター・

大谷公民館・道の駅思川
■減塩を考えた健康料理実習
④ 6/ 6㈭ 保健・福祉センター
時　間　10:00 ～
対　象　市内在住の成人・先着各 20人
参加費　600円程度
持ち物　エプロン・三角巾
申込み　 ① 6月 7日㈮② 6月 14日㈮
　　　　③ 6月 27日㈭④ 6月 4日㈫
　　　　まで（定員になり次第〆切）
問☎22-9607

OYAMA開運ラジオ｢健康情報番組｣の
お知らせ(FM77.5)
　小山地区医師会・小山歯科医師会・小山
薬剤師会の先生方による、健康や医療・介
護についてお伝えする情報番組です。
日　時　6月12日㈬12:00 ～
内　容　｢歯と口の健康｣
※事前もくしは番組放送中にご質問等、
お受けします
問☎27‒0500

対象者
　65歳以上の方（令和2年3月31日現在）
※5月下旬に受診票を送付しました
※どの会場でも受診可能です
※今年度の肺がん検診(胸部レントゲ
ン)を受診予定の方は、今回受診する必
要はありません
※桑・絹・美田地区の日程は5月号に掲
載しました

結核検診（6月） 問☎22‒9526

◆大谷地区

月日 時　間 会　　場

6/24
㈪

8:00 ～ 8:20 武井集落センター
8:40 ～ 9:00 高松・信末梅吉様宅
9:20 ～ 9:40 六軒公民館
10:00 ～ 10:20 南和泉集落センター
10:40 ～ 11:00 東野田東集落センター

6/25
㈫

8:00 ～ 8:40 横倉公民館
9:00 ～ 9:20 田間公民館
9:40 ～ 10:00 塚崎公民館
10:20 ～ 10:40 城南台公民館
11:00 ～ 11:40 雨ヶ谷公民館

6/26
㈬

7:30 ～ 8:00 中久喜公民館
8:30 ～ 9:50 土塔（ニ）公民館南側保留地
10:10 ～ 11:40 犬塚公民館
13:00 ～ 14:30 市立大谷公民館

6/27
㈭

8:00 ～ 8:20 小山市立泉ヶ丘集会所
8:40 ～ 9:40 東ニュータウン自治会館
10:00 ～ 10:30 丸山公民館
10:50 ～ 11:10 竹親会公民館

6/28
㈮

8:00 ～ 9:00 泉崎公民館
9:20 ～ 10:20 土塔・愛宕会館
10:40 ～ 11:40 小山東出張所
13:00 ～ 14:00 市立大谷公民館

8020運動表彰事業
　8020 の普及啓発を目的に(一社)小山
歯科医師会が表彰事業を実施します。
歯科検診期間　6月1日㈯～ 8月10日㈯
応募資格
　80歳以上で自分の歯が 20本以上ある
市内在住の方(過去の表彰者は不可)
表彰者の選考　
　(一社)小山歯科医師会会員の歯科医院に
て歯科検診を受診していただき(無料)、表
彰者を決定。表彰者は、「健康都市おやま
フェスティバル」にて表彰。（記念品贈呈）
問☎22-9508または直接歯科医院へ

6月4日㈫～10日㈪は歯と口の健康週間 問健康増進課☎22-9527
　小山市では、平成26年3月に「小山市歯科保健
基本計画（歯の健康づくり計画）」を策定し、歯と
口の健康づくりに取り組んでいます。
□幼児期の虫歯を予防しましょう!
　3歳児になるとむし歯になるお子さんが増える傾向にありま
すが、小山市では、平成26年度に 2歳児歯科健診を開始して以
降、全国・県と比較してむし歯がある子が減少傾向にあります。
しかし、毎日、仕上げ磨きをしている保護者の割合は低い傾向
にあります。
□むし歯予防のポイント♪
○1日に 1回は必ず保護者の方が仕上げ磨きをしましょう
○むし歯になりやすいジュース類の取りすぎには注意しましょう
○歯と歯の間や奥歯はむし歯になりやすいので要注意！

3 歳児健康診査でむし歯のある子の割合（推移）

マシンを使った高齢者筋力向上トレー
ニング「木曜・金曜コース」（要予約）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上の介護保険を受けて
　　　　いない方、医師からの運動制
　　　　限がなく市が定める禁止基準
　　　　に該当しない方
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3か月）
※9:30 ～ 16:00の間で自由に利用
※初回オリエンテーション:定員1日6人
※年度内2回まで利用可能
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22-9616・9647
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すこやか通信

□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷2251-7（健康医療介護総合支援センター内 )
☎ 39-8880・FAX39-8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷2251-7（健康医療介護総合支援センター内)
☎39-8881・FAX39-8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始（12/31～1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診療
所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3 薬局）
があります

日　時 科　目
平日・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
④ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

□救急医療機関当番　カレンダー内番号が、当番医療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27-0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥

7 8 9 10 11 12 13
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
14 15 16 17 18 19 20
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
21 22 23 24 25 26 27
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
28 29 30 31
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

問健康増進課☎22-9607熱中症予防

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ !運動教室～（無料・要申込）
日　時　6月20日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、

タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22‒9607

　熱中症とは、汗をかくなどして、身体から水分や塩分が減り、熱がこもる症状です。小山
市消防署管内で2018年度188名の
救急搬送があり、うち65歳以上の高
齢者が36.7％、18歳未満の子どもは
21.3％を占めています（小山市消防
本部データより）。

□予防法
○暑さを避けましょう
○こまめに水分を補給しましょう
○急に暑くなる日には注意しましょう
○暑さに備えた体づくりをしましょう
○気象情報、暑さ指数を活用しましょう

□応急処置
○涼しい場所に避難し、衣服をゆるめ、冷やしましょう
○水分・塩分を補給しましょう
○安静にして十分に休息をとりましょう
○意識がはっきりしない、水分（塩分）の摂取ができ
ない、症状が悪い場合は救急車を呼びましょう

□要注意!
○高齢者は、年をとるにつれて身体の水分量が少なくなり、「のどの渇きを自覚しにくい」「食
事の量が少なくなる」「トイレを気にして水分をとらない」傾向があることから、脱水をおこ
しやすくなります。喉が渇いたと感じる前に意識して水分をとりましょう。

○子どもは、体温調節機能が未熟で、体温が簡単に上がってしまいます。特に炎
天下での車の置き去りは危険です。短時間でも一緒に連れていきましょう。

第2回小山の地域医療を考える市民会議 
（無料・要申込）
日　時　6月14日㈮18:30～20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27-0500

□熱中症発生状況
　気温が上がり始める 6月から急増し
ます。本格的な夏を迎える前から気を
付けましょう。また、熱中症は屋内で
も発生しています。エアコンを上手に
使って予防しましょう。

第4期おやま地域医療健康大学
公開講座（無料・申込み不要）
日　時　7月6日㈯14:00 ～ 16:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
テーマ　「健康で長生きの養生訓」
講　師　 島田和幸先生
　　　　（新小山市民病院理事長兼院長）
定　員　150人
※講話前におやま地域医療健康大学の入学式を予定
問☎27‒0500

申込み　3月に配布した「2019年度健康のしおり」
の検診申込み書からお申込みください。折り返し
「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②受
診券（基本健診受診者のみ）、③健康保険証、
④その他指定されたもの
❖本庁舎建て替え工事により、駐車場に限りがござい
ます。乗り合わせや公共交通機関の利用等、ご協力を
お願いします。
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」をご覧
ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、検診当日
40･45･50･55･60･65･70歳の女性が対象となります。
ご希望の方は、年齢確認のできるものを持参し各会場へ
直接お越しください。（事前申込み不要）

7月の集団健診（要申込）＊3・4・5月生まれの方対象

検診日・受付時間
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮 乳

1 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
4㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
8㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
11㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター

12㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
14:00～15:30 ○ × ○ × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター（午後）
18:00～ 19:30 × × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター（夜間）

13㈯ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター
14㈰ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
23㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
24㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
25㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
26㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
30㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター

問☎22‒9522・9523

7 月の一次救急医療機関
急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■ 7月は固定資産税 2期、国民健康保険
税（普通徴収）・介護保険料（普通徴収）・
後期高齢者医療保険料（普通徴収）1期
の納期月です。納期限は7月31日㈬です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日
除く）19:00 までの納税窓口延長もご利
用ください。
■ 7 月の日曜納税相談窓口はおやまサ
マーフェスティバル開催のため、実施し
ません。
問納税課☎ 22‒9442

日　

時

7月6日㈯・7日㈰・
13日㈯・14日㈰・20日㈯・21日㈰

各8:30 ～ 17:15
※7月27日㈯・28日㈰は小山サマーフェスティ
バルのため市民課は閉庁いたします。城南出
張所においては、通常通り開庁しております

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場　

所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22‒9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22‒9420
へご連絡ください。
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ
1日 ㈪
2日 ㈫
3日 ㈬
4日 ㈭
5日 ㈮
6日 ㈯ 第 7回小山市フォークダンスフェスティバル 9:30 ～ 15:00 県立県南体育館 生涯スポーツ課☎21-2695 ○

7 日 ㈰
思川の流しびな 10:00 ～ 観晃橋東側下　思川河畔 商業観光課☎22-9273
登録 7周年記念講演「渡良瀬遊水地の賢明
な活用 2019in おやま」※要申込み 13:00 ～ 文化センター大ホール 渡良瀬遊水地ラムサール推

進課☎22-9354
8 日 ㈪
9日 ㈫
10 日 ㈬
11 日 ㈭
12 日 ㈮

13 日 ㈯

第 26 回ヤナギ・セイタカアワダチソウ
除去作戦 7:00 ～ 8:00 渡良瀬遊水地第 2調節池内

環境学習フィールド 3
渡良瀬遊水地ラムサール推
進課☎22-9354 ○

太陽観測会 11:00～ 12:30 博物館駐車場 同館☎45‒5331
定例観望会 19:30～ 21:00 生井公民館駐車場 博物館☎45‒5331

14 日 ㈰

15 日 ㈪ パパの料理教室＆まゆクラフト体験
※要申込み 10:00～ 14:00 道の駅思川　小山評定館 農政課☎22-9257

16 日 ㈫
17 日 ㈬
18 日 ㈭
19 日 ㈮

20 日 ㈯

市制 65 周年　第 13 回小山市ラジオ体操会 6:10 集合 小山総合公園　森のはらっぱ 生涯スポーツ課☎21-2695 ○
栃木県立博物館地域移動博物館「恐竜」 9:00 ～ 17:00 小山市立博物館　企画展示室 博物館☎45‒5331
第 29回フェスタ ㏌  鬼怒川
～魚のつかみどり～　※要申込み 9:30 ～ 鬼怒川中島橋下流右岸河川敷

特設会場 建設政策課☎22-9204

21 日 ㈰ 親子昆虫教室　※要申込み 9:30 ～ 11:30 なまいふるさと公園 博物館☎45‒5331
22 日 ㈪
23 日 ㈫
24 日 ㈬
25 日 ㈭
26 日 ㈮

27 日 ㈯
麦わら細工教室　※要申込み 13:30～ 16:00 博物館　体験学習室 同館☎45‒5331
おやまサマーフェスティバル 2019
オープニングカーニバル 15:00～ 21:30 小山市役所周辺 商業観光課☎22-9273

28 日 ㈰

親子で作る素敵なアンモナイトレプリカ作り
※要申込み 13:30～ 15:30 博物館　体験学習室 同館☎45‒5331

おやまサマーフェスティバル 2019
第 68 回　小山の花火 19:10～ 20:45 小山市役所周辺 商業観光課☎22-9273

29 日 ㈪
30 日 ㈫
31 日 ㈬

７月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、5月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合があり
ますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん

※ 6月広報カレンダーでお知らせした「小山市民元気あっぷ大体操会」は、
    6 月 19 日㈬ 12:20 ～ 12:30　小山御殿広場での開催に変更となりました　問健康増進課☎ 22-9607

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 17㈯10:00～12:00
13㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 10㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 9･23㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 11㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 17･24㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 2㈫  9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 21㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制 7月はありません 納税相談室　納税課☎22‒9444

人権相談 12㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

6㈯14:00～16:00
10㈬  9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

6㈯14:00～16:00
24㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

17㈬ 9:30～11:30
20㈯14:00～16:00 場所：間々田出張所

3㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所
10㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 9㈫ 14:00～15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

2･16･30㈫10:00～15:00
9･23㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
 2･16･30㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 23㈫13:30～16:00 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）
女性のための心の相談予約制 22㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078
創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 6･20㈯
9:00～12:00

中小企業診断士、ビジネスコーチ※日程変更可
工業振興課☎22‒9396
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図書館つうしん（7月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
としょかんこども会
たなばた会 3㈬ 15:30

おやま分館ピッコロおは
なし会(小山分館) 5㈮ 11:00

おこれんのおはなし会 7㈰ 14:00
おはなしこんにちは 10㈬ 10:30
おはなしメロディ 14㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 17 ㈬ 11:00
わくわくマルベリーおは
なし会(桑分館) 20 ㈯ 13:30

夏やすみ小さい人形劇場 21㈰ 10:30
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 23 ㈫ 15:30

はなしのこべやおはなしかい 28㈰ 14:00

■移動図書館「せきれい」巡回日程■ 7月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　1㈪・8㈪・16㈫ ・22㈪・25㈭・29㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
1㈪・8㈪・15㈪・16㈫・22㈪・25㈭・27㈯・28㈰・29㈪
中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
◎小山サマーフェスティバルのため、7月26日㈮
18:00～30日㈫9:00までは、小山分館の返却ポ
ストは使用できません

○間々田分館　☎41-6230
　1㈪・8㈪・15㈪・16㈫・22㈪・25㈭・29㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　1㈪・8㈪・15㈪・16㈫・22㈪・25㈭・29㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますので、
ポストへの返却はご遠慮ください

6 月 開設時間 会　場

26 ㈬
10:10 ～ 10:40 もみじ保育所
12:55 ～ 13:45 豊田南小学校

27㈭
10:10 ～ 10:40 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

7 月 開設時間 会　場

2 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

3㈬
  9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

4㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
13:00 ～ 13:30 下生井小学校

5㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

9㈫
10:10 ～ 10:40 中久喜保育所
13:00 ～ 13:50 間々田東小学校

10㈬
10:10 ～ 10:40 絹保育所
12:40 ～ 13:30 豊田北小学校

11㈭
  9:50 ～ 10:20 穂積小学校
12:40 ～ 13:30 羽川小学校

12㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

（天候などにより変更になる場合あり）

◎
通
常
相
談　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9852

青少年相談
面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042

外国人相談 8:30～17:15 多文化共生総合支援センター☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 21㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談月初めから予約 26㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

9･23㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 4㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎白鷗法律相談（無料）弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

1･8･15･22㈪ 16:30～17:10（40分間）
17:20～18:00（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付6/24㈪から　　時間9:00～16:30

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談7

●「としょかんこども会　たなばた会」(申込み不要)　問中央図書館☎21‒0751
　　日　時　7/3㈬ 15:30～　
　　会　場　中央図書館児童開架室
　　　　　　おはなしコーナー　

◎7/2㈫～7㈰の間、児童開架室に笹飾りを
　設置します。短冊に願い事を書き込んで
　笹飾りにつるしましょう。

⎛ 　⎞
｜ 　｜
⎝ 　⎠

訂正文！！！！！！！

本紙5月号のP22「6月の相談」内の「こころのダイヤル」に誤りがありました。
お詫びするとともに、訂正いたします。
（訂正内容）フリーダイヤルの電話番号を記載しましたが、現在フリーダイヤルはございません。



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■ 7月は固定資産税 2期、国民健康保険
税（普通徴収）・介護保険料（普通徴収）・
後期高齢者医療保険料（普通徴収）1期
の納期月です。納期限は7月31日㈬です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日
除く）19:00 までの納税窓口延長もご利
用ください。
■ 7 月の日曜納税相談窓口はおやまサ
マーフェスティバル開催のため、実施し
ません。
問納税課☎ 22‒9442

日　

時

7月6日㈯・7日㈰・
13日㈯・14日㈰・20日㈯・21日㈰

各8:30 ～ 17:15
※7月27日㈯・28日㈰は小山サマーフェスティ
バルのため市民課は閉庁いたします。城南出
張所においては、通常通り開庁しております

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場　

所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22‒9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22‒9420
へご連絡ください。
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ
1日 ㈪
2日 ㈫
3日 ㈬
4日 ㈭
5日 ㈮
6日 ㈯ 第 7回小山市フォークダンスフェスティバル 9:30 ～ 15:00 県立県南体育館 生涯スポーツ課☎21-2695 ○

7 日 ㈰
思川の流しびな 10:00 ～ 観晃橋東側下　思川河畔 商業観光課☎22-9273
登録 7周年記念講演「渡良瀬遊水地の賢明
な活用 2019in おやま」※要申込み 13:00 ～ 文化センター大ホール 渡良瀬遊水地ラムサール推

進課☎22-9354
8 日 ㈪
9日 ㈫
10 日 ㈬
11 日 ㈭
12 日 ㈮

13 日 ㈯

第 26 回ヤナギ・セイタカアワダチソウ
除去作戦 7:00 ～ 8:00 渡良瀬遊水地第 2調節池内

環境学習フィールド 3
渡良瀬遊水地ラムサール推
進課☎22-9354 ○

太陽観測会 11:00～ 12:30 博物館駐車場 同館☎45‒5331
定例観望会 19:30～ 21:00 生井公民館駐車場 博物館☎45‒5331

14 日 ㈰

15 日 ㈪ パパの料理教室＆まゆクラフト体験
※要申込み 10:00～ 14:00 道の駅思川　小山評定館 農政課☎22-9257

16 日 ㈫
17 日 ㈬
18 日 ㈭
19 日 ㈮

20 日 ㈯

市制 65 周年　第 13 回小山市ラジオ体操会 6:10 集合 小山総合公園　森のはらっぱ 生涯スポーツ課☎21-2695 ○
栃木県立博物館地域移動博物館「恐竜」 9:00 ～ 17:00 小山市立博物館　企画展示室 博物館☎45‒5331
第 29回フェスタ ㏌  鬼怒川
～魚のつかみどり～　※要申込み 9:30 ～ 鬼怒川中島橋下流右岸河川敷

特設会場 建設政策課☎22-9204

21 日 ㈰ 親子昆虫教室　※要申込み 9:30 ～ 11:30 なまいふるさと公園 博物館☎45‒5331
22 日 ㈪
23 日 ㈫
24 日 ㈬
25 日 ㈭
26 日 ㈮

27 日 ㈯
麦わら細工教室　※要申込み 13:30～ 16:00 博物館　体験学習室 同館☎45‒5331
おやまサマーフェスティバル 2019
オープニングカーニバル 15:00～ 21:30 小山市役所周辺 商業観光課☎22-9273

28 日 ㈰

親子で作る素敵なアンモナイトレプリカ作り
※要申込み 13:30～ 15:30 博物館　体験学習室 同館☎45‒5331

おやまサマーフェスティバル 2019
第 68 回　小山の花火 19:10～ 20:45 小山市役所周辺 商業観光課☎22-9273

29 日 ㈪
30 日 ㈫
31 日 ㈬

７月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、5月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合があり
ますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん

※ 6月広報カレンダーでお知らせした「小山市民元気あっぷ大体操会」は、
    6 月 19 日㈬ 12:20 ～ 12:30　小山御殿広場での開催に変更となりました　問健康増進課☎ 22-9607



編集・発行　小山市役所秘書広報局（〒323－8686 栃木県小山市中央町1－1－1 ☎0285-22-9353）
市の人口 167,477人（24増）、男性 84,874人（35増）、女性 82,603人（11減）、世帯数 69,752（178増）（5月1日現在）
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広報おやま

4 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】
火災　7件（29件）　   救急　687件（2,885件）

4 月中の交通事故【小山警察署調べ】
事故　36件(136件）　負傷者　42人（161人）　死者　1人（5人）

6
2019年（令和元年）6月1日発行 第1314号

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

119番は、火災や救急などの災害を
通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の
案内はテレフォンサービスへ
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【24時間対応】

◆対象　市内在住の未就学児
◆応募者資格　父母、祖父母等
◆応募方法　下記①～③のいずれかの方法で、
　必要事項および写真を提出してください。
　①すくすく写真館応募フォーム
　　右記二次元コードを読み込み、アクセス。
　②メール
　　アドレス：oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
　③秘書広報局へ郵送または直接持ち込み
　　郵送先：〒 323 ｰ 8686（住所不要）
　　小山市役所 秘書広報局「すくすく写真館」係

◆必要事項
　１．応募者の氏名
　２．お子さんの氏名・フリガナ
　３．お子さんとの続柄
　４．住所
　５．電話番号
　６．メールアドレス
　　　※応募フォームの場合のみ必要

※必要事項に不備がある場合、掲載できないことが
　あります。掲載は１人１回。受付順に掲載します

問秘書広報局☎22‒9353≪すくすく写真館≫お子さんの写真募集中 !!

すくすく写真館
応募フォーム

写真館
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夏な

菜な
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女
）

問管財課☎22‒9322

•広報おやま

•小山市公式ホームページ

•おやま生き生き好齢者応援サイト

申込み等の詳細は市ホームページをご参照
ください。


